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抄
録中

国
で
は
、
古
く
よ
り
喫
茶
の
風
習
が
広
ま
り
、
文
化
と
し
て
成
熟
す
る
な
か
で
、
茶

書
が
著
さ
れ
た
。
茶
書
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
茶
の
歴
史
か
ら
産
地
、
栽
培
、
製

造
、
飲
用
、
茶
具
、
効
用
な
ど
、
茶
に
関
わ
る
事
柄
を
総
合
的
に
記
し
た
書
物
の
一
つ
に
、

清
の
陸
廷
燦
が
著
し
た
『
続
茶
経
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
唐
の
陸
羽
が
著
し
た

古
の
茶

書
『
茶
経
』
の
続
篇
を
標
榜
し
、
『
茶
経
』
の
体
例
に
倣
っ
て
諸
書
の
記
載
を
輯
録
、
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
続
茶
経
』
は
長
期
に
渡
る
膨
大
な
記
載
を
収
録
し
て
お
り
、
ま

た
、
散
佚
し
た
書
物
の
記
載
も
含
ま
れ
る
な
ど
、
茶
文
化
を
知
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
書
物
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
本
書
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
後
の
茶
文
化
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
日
本
語
訳
を
試
み

た
い
。
な
お
、
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
『
続
茶
経
』
の
「
三
之
造
」
の
第

一
四
六
条
か
ら
第
二
四
三
条
ま
で
の
訳
を
示
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

『
続
茶
経
』、
陸
廷
燦
、
清
、
茶
書
、
中
国
茶
文
化
、
翻
訳

〈
目
次
〉

は
じ
め
に

「
三
之
造
」　

第
一
四
六
条
―
第
二
四
三
条

『
続
茶
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訳
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）
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A Trial Translation of XuChajing（『續茶經』）

Tanaka, Misa 　  Harada, Makoto

Abstract
Historically, books of tea, consisting of various topics, were written in China, while customs 

of tea were formed, spread, and matured across the country.　Xu Chajing （『續茶經』） written 

by Lu Tingcan （陸廷燦） in the Qing （清） era is one of them.　It includes producing areas, 

cultivation, production, drinking, utensils, effects concerning tea.　It followed Chajing （『茶經』） 

written by Lu Yu （陸羽） in Tang （唐） era.　So it was titled Xu Chajing （『續茶經』） as sequel to 

Chajing （『茶經』）.　It contains lots of extracts related to tea, but some of them have been 

scattered and lost.　Therefore, it is valuable literature in the field of studying Chinese tea 

culture.　But it has not been translated into Japanese yet.　Our aim is to contribute to the 

progress of research on Chinese tea culture by showing its translation.　In this time, we have 

translated its sections １４６�２４３ in chapter three （「三之造」） in this trial.

Key Words
Xu Chajing（『續茶經』）, Lu Tingcan（陸廷燦）, Qing（清）, books of tea, Chinese tea culture,
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は
じ
め
に

唐
代
の
陸
羽
が
『
茶
経
』
を
著
し
て
以
後
、
中
国
で
は
様
々
な
茶
書
が
著
さ
れ
た
。
な

か
で
も
清
の
陸
廷
燦
が
編
纂
し
た
『
続
茶
経
』
は
、
茶
の
歴
史
か
ら
産
地
、
栽
培
、
製
造
、

飲
用
、
茶
具
、
効
用
な
ど
諸
書
の
記
載
を
博
捜
し
て
お
り
、
一
大
類
書
と
い
う
べ
き
書
物

で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
茶
文
化
の
多
様
な
あ
り
さ
ま
を
通
覧
し
、
そ
の
形
成
と
変
遷
の

過
程
を
知
る
上
で
、『
続
茶
経
』
は
十
分
な
参
照
価
値
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、

本
書
は
一
部
の
記
載
を
除
き
、
こ
れ
ま
で
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
訳

者
は
そ
の
全
訳
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
原
本
茶
経
』
雍
正
十
三
年

陸
氏
寿
椿
堂
家
刻
本
（『
茶
経
』
と
『
続
茶
経
』
の
合
刻
本
、
請
求
記
号
は
子
〇
六
八
―

〇
〇
〇
三
）
を
底
本
と
し
、
原
文
と
和
訳
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
。
た
だ
し
、『
続
茶
経
』
は

版
本
間
に
、
ま
た
引
用
文
と
そ
の
原
本
と
の
間
に
異
同
が
散
見
す
る
。
そ
こ
で
、
方
健
校

注
『
中
国
茶
書
全
集
校
証
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
収
録
の
「
校
証
」
に
基

づ
き
、
底
本
と
し
た
『
続
茶
経
』
に
は
見
え
る
が
、
引
用
原
典
に
無
い
文
字
は
〘
　
〙
中

に
示
し
、『
続
茶
経
』
に
お
け
る
脱
字
・
脱
文
（
あ
る
い
は
省
略
）
は
〔　

〕
中
に
補
っ

た
（
脱
字
・
脱
文
が
多
い
場
合
は
必
要
最
低
限
を
示
す
に
止
め
た
）。
ま
た
、
底
本
と
他

の
版
本
、
あ
る
い
は
底
本
と
引
用
原
典
と
の
間
の
文
字
の
異
同
は
該
当
箇
所
に
下
線
を
引

い
た
上
で
〈　

〉
中
に
示
し
た
。
以
上
の
衍
字
、
脱
字
、
異
同
は
、
訳
に
適
宜
反
映
さ
せ

た
。
こ
の
ほ
か
、
陸
廷
燦
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
引
用
原
典
の
割
注
は
原
文
の

（　

）
中
に
示
し
、
和
訳
の
（　

）
に
は
原
文
割
注
の
訳
お
よ
び
筆
者
が
補
っ
た
人
名
、

地
名
、
年
代
な
ど
の
説
明
を
示
し
た
。
な
お
、
詩
の
和
訳
は
ま
ず
訓
読
を
示
し
、（　

）

に
和
訳
を
示
し
た
。
詩
歌
に
つ
い
て
は
、
石
川
忠
久
『
茶
を
う
た
う
詩
「
詠
茶
詩
録
」
詳

解
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
し
、
和
訳
全
体
に
つ
い
て
は
、
布
目
潮
渢
・

中
村
喬
編
訳
『
中
国
の
茶
書
』（
東
洋
文
庫
二
八
九
、
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照

し
た
。

『
続
茶
経
』
の
内
容
は
陸
羽
『
茶
経
』
の
体
例
に
従
い
「
一
之
源
」「
二
之
具
」「
三
之
造
」

「
四
之
器
」「
五
之
煮
」「
六
之
飲
」「
七
之
事
」「
八
之
出
」「
九
之
略
」「
十
之
図
」
に
分
か
れ

て
お
り
、
末
尾
に
「
茶
法
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
序
や
凡
例
を
加
え
る
と
、
全
体

の
文
字
数
は
十
万
字
近
く
あ
る
。
本
稿
の
紙
幅
は
限
ら
れ
る
た
め
、
以
下
で
は
「
三
之

造
」
の
す
べ
て
に
あ
た
る
第
一
四
六
条
か
ら
第
二
四
三
条
ま
で
を
訳
出
し
た
。
な
お
、
こ

れ
よ
り
前
の
訳
は
本
誌
第
五
十
巻
一
号
～
五
十
二
巻
第
一
号
に
掲
載
し
た
。

續
茶
經
卷
上

嘉
定
陸
廷
燦
　
幔
亭
　
輯
　
　

三
之
造

第
一
四
六
条

【
原
文
】

唐
書
、
太
和
七
年
正
月
、
吳
蜀
貢
新
茶
、
皆
於
冬
中
作
法
爲
之
。
上
務
恭
儉
、
不
欲
逆

物
性
、
詔
所
在
貢
〈
供
新
〉
茶
、
宜
於
立
春
後
造
。

【
和
訳
】

後
晋
の
劉
昫
等
『
旧
唐
書
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
唐
の
大
和
七
年
（
八
三
三
）

正
月
、
呉
と
蜀
の
地
か
ら
新
茶
が
献
上
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
冬
の
間
に
手
を
尽
く
し
て

造
ら
れ
た
茶
で
あ
っ
た
。
皇
帝
陛
下
は
慎
み
深
く
質
素
倹
約
に
務
め
ら
れ
て
お
り
、
物
の

本
来
の
性
質
に
反
す
る
よ
う
な
行
い
を
望
ま
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
各
地
が
献
上
す
る
新

茶
は
、
立
春
の
後
に
造
る
よ
う
詔
を
下
し
た
。」

―　　（　　）―
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第
一
四
七
条

【
原
文
】

北
堂
書
鈔
茶
譜
續
補
〈
續
補
茶
譜
〉
云
、
龍
安
造
〈
有
〉
騎
火
茶
、
最
〘
爲
〙
上
〘
品
。

騎
火
者
〙
言
不
在
火
前
、
不
在
火
後
作
也
。
淸
明
改
火
、
故
曰
火
。

【
和
訳
】

隋
の
虞
世
南
『
北
堂
書
鈔
』
に
増
補
収
録
さ
れ
た
五
代
十
国
の
毛
文
錫
『
茶
譜
』
に
は

次
の
よ
う
に
あ
る
。「
龍
安
県
（
現
在
の
四
川
省
綿
陽
市
）
で
造
ら
れ
る
騎
火
茶
は
、
最

も
上
等
な
茶
で
あ
る
。「
騎
火
」
と
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
新
た
に
火
を
起
こ
す
「
改

火
」
の
時
、
そ
の
前
で
も
後
で
も
な
い
時
期
に
製
茶
す
る
こ
と
を
い
う
。
清
明
節
の
際
に

改
火
を
行
う
の
で
「
火
」
と
い
う
。」

第
一
四
八
条

【
原
文
】

大
觀
茶
論
、
茶
工
作
於
驚
蟄
、
尤
以
得
天
時
爲
急
。
輕
寒
、
英
華
漸
長
、
條
達
而
不

廹
、
茶
工
從
容
致
力
、
故
其
色
味
兩
全
。
故
焙
人
得
茶
天
爲
度
〈
慶
〉。

【
和
訳
】

北
宋
の
徽
宗
『
大
観
茶
論
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
職
人
は
啓
蟄
の
頃
に
作
業

を
行
う
が
、
最
も
切
実
な
の
は
、
気
候
の
寒
暖
や
変
化
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
や
や

冷
え
る
時
期
だ
と
、
茶
芽
は
次
第
に
生
長
す
る
が
、
枝
の
生
長
は
遅
い
の
で
、
職
人
は

ゆ
っ
た
り
と
集
中
し
て
作
業
を
行
う
。
こ
の
た
め
、
茶
は
色
と
風
味
と
も
に
優
れ
た
も
の

と
な
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
職
人
は
茶
葉
の
生
長
に
適
し
た
気
候
と
な
る
の
を
吉
事
と

す
る
。」

第
一
四
九
条

【
原
文
】

擷
茶
以
黎
明
、
見
日
則
止
。
用
爪
斷
芽
、
不
以
指
揉
。
凡
芽
如
雀
舌
、
榖
粒
者
爲
鬭

品
。
一
槍
一
旗
爲
揀
芽
、
一
槍
二
旗
爲
次
之
、
餘
斯
〈
始
〉
爲
下
。
茶
之
始
芽
萌
、
則
有

白
合
、
不
去
害
茶
味
。
旣
擷
、
則
有
烏
蔕
、
不
去
害
茶
色
。

【
和
訳
】

『
大
観
茶
論
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
摘
み
は
明
け
方
に
行
い
、
日
の
出
に
は

や
め
る
。
摘
む
際
は
芽
を
爪
で
挟
ん
で
ち
ぎ
り
取
り
、
指
の
腹
で
つ
ま
み
取
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。
一
般
的
に
、
雀
の
舌
や
穀
物
の
粒
の
よ
う
な
形
状
の
茶
芽
は
「
闘
品
」
と
い
い
、

特
に
品
質
が
良
い
。
一
つ
の
芯
に
二
つ
の
芽
が
つ
き
、
一
方
が
丸
ま
り
も
う
一
方
が
開
い

た
「
一
槍
一
旗
」
は
「
揀
芽
」
と
い
う
。
二
つ
の
芽
が
と
も
に
開
い
た
「
一
槍
二
旗
」
の

品
質
は
揀
芽
に
次
ぎ
、
他
の
茶
芽
の
品
質
は
さ
ら
に
低
い
。
芽
が
出
る
頃
、
二
枚
の
葉
に

包
ま
れ
た
芽
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
白
合
」
と
い
う
。
白
合
は
、
二
枚
の
葉
を
取
り
除
か
な

い
と
苦
味
が
強
く
な
り
、
茶
の
風
味
を
損
う
。
ま
た
、
芽
を
摘
む
と
、
枯
れ
た
包
葉
が
つ

い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
烏
蔕
」
と
い
い
、
取
り
除
か
な
い
と
茶
の
色
を
損
な

う
。」

第
一
五
〇
条

【
原
文
】

茶
之
美
惡
、
尤
係
於
蒸
芽
、
壓
黃
之
得
失
。
蒸
芽
、
欲
及
熟
而
香
。
壓
黃
、
欲
膏
盡
亟

止
。
如
此
、
則
製
造
之
功
十
〔
已
〕
得
八
九
矣
。

【
和
訳
】

『
大
観
茶
論
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
の
良
し
悪
し
は
、
芽
を
蒸
す
工
程
や
、

蒸
し
た
芽
を
圧
搾
す
る
「
圧
黃
」
の
工
程
に
か
か
っ
て
い
る
。
芽
を
蒸
す
際
は
、
火
が

―　　（　　）―
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通
る
寸
前
で
止
め
る
と
香
り
が
良
く
な
る
。
圧
黃
は
水
分
が
出
尽
く
す
寸
前
で
す
ぐ
さ
ま

止
め
る
の
が
良
い
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
製
茶
の
八
割
か
ら
九
割
は
成
功
し
た
と
い
っ

て
良
い
。」

第
一
五
一
条

【
原
文
】

滌
芽
惟
潔
、
濯
器
惟
浄
、
蒸
壓
惟
其
宜
、
研
膏
惟
熟
、
焙
火
惟
良
。
〔
夫
〕
造
茶
、
先

度
日
晷
之
長
短
〈
短
長
〉、
均
工
力
之
衆
寡
、
會
采
擇
之
多
少
、
使
一
日
造
成
。
恐
茶
過

宿
、
則
害
色
味
。

【
和
訳
】

『
大
観
茶
論
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
芽
や
茶
器
は
よ
く
洗
い
清
浄
を
保
つ
。

芽
を
蒸
し
圧
搾
す
る
工
程
で
は
、
火
加
減
や
止
め
る
頃
合
い
を
見
計
ら
う
。
圧
搾
し
た
芽

を
磨
り
潰
す
工
程
で
は
、
こ
な
れ
て
糊
状
に
な
る
ま
で
念
入
り
に
行
う
。
成
形
し
た
茶
を

焙
じ
る
工
程
で
は
、
じ
っ
く
り
と
均
一
に
熱
が
加
わ
る
よ
う
に
す
る
。
製
茶
は
、
作
業
に

必
要
な
時
間
を
予
測
し
、
人
手
に
過
不
足
が
無
い
よ
う
適
宜
配
置
し
、
摘
み
と
る
茶
芽
の

量
を
計
算
し
て
、
一
日
の
う
ち
に
終
わ
ら
せ
る
。
摘
ん
だ
茶
芽
は
一
晩
置
く
と
、
色
や
風

味
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
。」

第
一
五
二
条

【
原
文
】

茶
之
範
度
不
同
、
如
人
之
有
首
面
也
。
其
首
面
之
異
同
、
難
以
槩
論
。
要
之
、
色
瑩
徹

而
不
駁
、
貭

繹
而
不
浮
、
舉
之
凝
結
、
碾
之
則
鏗
然
、
可
驗
其
爲
精
品
也
。
有
得
於
言

意
之
表
者
〔
可
以
心
解
〕。

【
和
訳
】

『
大
観
茶
論
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
世
の
中
で
造
ら
れ
る
茶
の
種
類
や
形
状

は
、
人
の
顔
の
よ
う
に
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
無
い
。
こ
の
た
め
、
各
種
の
茶
の
違
い

を
一
概
に
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
要
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
つ
や
や
透
明

感
が
あ
っ
て
雑
色
が
混
じ
っ
て
お
ら
ず
、
質
が
細
く
均
一
で
、
手
に
取
れ
ば
よ
く
つ
ま
っ

て
重
み
を
感
じ
、
茶
碾
で
ひ
け
ば
高
く
澄
ん
だ
音
を
発
す
る
、
こ
の
よ
う
な
も
の
は
特
に

良
質
な
茶
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
言
葉
で
表
現
で
き
た
り
、
感
覚
で
認
識
で
き
た
り
す
る
要

点
に
過
ぎ
な
い
。
茶
の
妙
は
、
さ
ら
に
心
で
会
得
す
る
必
要
が
あ
る
。」

第
一
五
三
条

【
原
文
】

白
茶
自
爲
一
種
、
與
常
茶
不
同
。
其
條
敷
闡
、
其
葉
瑩
薄
、
崖
林
之
間
、
偶
然
生
出
。

〔
正
焙
之
〕
有
者
不
過
四
五
家
、
生
者
不
過
一
二
株
、
所
造
止
於
二
三
胯
〈
銙
〉
而
已
。

須
製
造
精
微
、
運
度
得
宜
、
則
表
裏
昭
澈
、
如
玉
之
在
璞
、
他
無
與
倫
也
。

【
和
訳
】

『
大
観
茶
論
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
白
茶
は
独
特
な
品
種
で
、
通
常
の
茶
樹
と

は
異
な
る
。
白
茶
の
枝
は
外
へ
向
か
っ
て
広
が
る
よ
う
に
伸
び
、
葉
は
つ
や
や
か
で
薄

く
、
切
り
立
っ
た
崖
の
林
の
あ
た
り
で
、
偶
然
に
成
長
す
る
。
白
茶
の
木
を
所
有
し
て
い

る
家
は
四
、
五
家
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
な
か
で
も
、
芽
の
出
る
木
は
一
、
二
株
に
過
ぎ

ず
、
そ
れ
ら
の
木
か
ら
造
ら
れ
る
固
形
茶
も
二
、
三
個
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
工
程
は
細
部

ま
で
手
を
抜
か
ず
、
作
業
に
最
も
良
い
頃
合
い
を
見
極
め
て
行
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
造
ら

れ
た
茶
は
、
光
り
輝
く
よ
う
な
光
沢
と
透
明
感
が
あ
り
、
原
石
の
内
に
美
し
い
玉
が
あ
る

よ
う
に
優
れ
た
性
質
を
内
包
し
て
い
て
、
他
に
並
ぶ
も
の
が
無
い
。」

―　　（　　）―
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第
一
五
四
条

【
原
文
】

蔡
襄
茶
錄
、
茶
味
主
於
甘
滑
、
惟
北
苑
鳯
凰
山
連
屬
諸
焙
所
造
〈
產
〉
者
味
佳
。
隔
溪

諸
山
、
雖
及
時
加
意
製
作
、
色
味
皆
重
、
莫
能
及
也
。
又
有
水
泉
不
甘
、
能
損
茶
味
、
前

世
之
論
水
品
者
以
此
。

【
和
訳
】

北
宋
の
蔡
襄
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
の
風
味
で
重
要
な
の
は
、
主
に

甘
み
と
口
あ
た
り
の
な
め
ら
か
さ
で
あ
る
。
皇
室
の
茶
園
で
あ
る
北
苑
（
現
在
の
福
建
省

建
瓯
市
）
の
鳳
凰
山
一
帯
の
製
茶
場
で
造
ら
れ
る
茶
は
風
味
が
良
い
。
川
を
隔
て
た
山
々

で
も
、
適
切
な
時
期
に
注
意
を
払
っ
て
茶
を
造
っ
て
い
る
が
、
そ
の
色
は
濁
り
風
味
は
濃

す
ぎ
て
、
北
苑
の
茶
に
及
ば
な
い
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
泉
水
は
ま
ろ
や
か
で
な
く
、
茶

の
風
味
を
損
な
っ
て
し
ま
う
。
先
人
が
水
を
品
評
し
た
の
は
、
水
が
茶
の
風
味
に
大
き
く

影
響
す
る
か
ら
で
あ
る
。」

第
一
五
五
条

【
原
文
】

東
溪
試
茶
錄
、
建
溪
茶
比
他
郡
最
先
、
北
苑
壑
源
者
尤
早
。
歲
多
暖
、
則
先
驚
蟄
十
日

卽
芽
。
歲
多
寒
、
則
後
驚
蟄
五
日
始
發
。
先
芽
者
氣
味
俱
不
佳
、
惟
過
驚
蟄
者
〔
最
〕
爲

第
一
、
民
間
常
以
驚
蟄
爲
候
。
諸
焙
後
北
苑
者
半
月
、
去
遠
則
益
晩
。
凡
斷
芽
必
以
甲
、

不
以
指
。
以
甲
則
速
斷
不
柔
、
以
指
則
多
溼
〈
溫
〉
易
損
。
擇
之
必
精
、
濯
之
必
潔
、
蒸

之
必
香
、
火
之
必
良
。
一
失
其
度
、
俱
爲
茶
病
。

【
和
訳
】

北
宋
の
宋
子
安
『
東
渓
試
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
福
建
の
建
渓
流
域
の
茶

樹
は
他
の
地
域
に
先
駆
け
て
芽
吹
き
、
な
か
で
も
北
苑
と
壑
源
（
と
も
に
現
在
の
福
建
省

建
瓯
市
）
の
茶
は
特
に
早
い
。
温
暖
な
年
だ
と
、
啓
蟄
の
十
日
前
に
芽
吹
く
。
寒
冷
な
年

だ
と
、
啓
蟄
の
五
日
後
に
芽
吹
く
。
啓
蟄
の
前
に
芽
吹
い
た
も
の
は
香
り
、
味
と
も
に
劣

り
、
啓
蟄
を
過
ぎ
て
か
ら
芽
吹
い
た
も
の
が
最
も
良
い
。
こ
の
た
め
、
民
間
で
は
通
常
、

啓
蟄
を
製
茶
開
始
の
頃
合
い
と
し
て
い
る
。
他
の
製
茶
場
は
作
業
を
始
め
る
時
期
が
北
苑

よ
り
も
半
月
遅
く
、
北
苑
か
ら
遠
ざ
か
る
ほ
ど
、
そ
の
時
期
も
遅
く
な
る
。
茶
摘
み
の

際
、
芽
は
爪
で
ち
ぎ
り
、
指
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
爪
で
あ
れ
ば
す
ぐ
に
ち
ぎ
れ
て
芽

を
揉
む
こ
と
は
な
い
が
、
指
だ
と
汗
な
ど
の
湿
気
が
移
り
、
芽
が
痛
み
や
す
く
な
る
。
芽

は
状
態
の
よ
い
も
の
を
厳
選
し
て
摘
み
、
十
分
に
す
す
い
で
清
潔
に
し
、
香
り
を
引
き
出

す
こ
と
を
心
が
け
て
蒸
し
、
火
加
減
を
把
握
し
つ
つ
焙
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
手

順
を
わ
ず
か
で
も
お
ろ
そ
か
に
し
て
し
ま
う
と
、
茶
の
品
質
や
風
味
を
損
な
う
病
を
生
じ

て
し
ま
う
。」

第
一
五
六
条

【
原
文
】

芽
擇
肥
乳
則
甘
香
、
而
粥
面
著
盞
而
不
散
。
土
瘠
而
芽
短
、
則
雲
脚
渙
亂
、
去
盞
而
易

散
。
葉
梗
長
〔
半
〕、
則
受
水
鮮
白
。
葉
梗
短
、
則
色
黃
而
泛
。
烏
蔕
、
白
合
、
茶
之
大

病
。
不
去
烏
蔕
、
則
色
黃
黑
而
惡
。
不
去
白
合
、
則
味
苦
澀
。
蒸
芽
必
熟
、
去
膏
必
盡
。

蒸
芽
未
熟
、
則
草
木
氣
存
。
去
膏
未
盡
、
則
色
濁
而
味
重
。
受
烟
則
香
奪
、
壓
黃
則
味

失
、
此
皆
茶
之
病
也
。

【
和
訳
】

『
東
渓
試
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
肉
厚
で
若
い
茶
芽
を
選
ん
で
摘
む
と
、

点
て
た
茶
に
は
甘
み
や
爽
や
か
な
香
り
が
あ
り
、
茶
の
表
面
に
で
き
る
薄
膜
が
茶
碗
に
張

り
付
い
て
消
え
な
い
。
土
地
が
痩
せ
て
い
る
と
芽
が
短
く
な
り
、
茶
を
点
て
た
時
、
茶
の

表
面
に
現
れ
る
べ
き
雲
の
垂
れ
込
め
る
よ
う
な
模
様
が
乱
れ
て
し
ま
い
、
薄
膜
も
茶
碗
に

付
か
ず
に
す
ぐ
消
え
て
し
ま
う
。
茶
芽
の
葉
柄
が
長
い
と
、
茶
は
鮮
や
か
な
白
色
と
な

―　　（　　）―
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り
、
葉
柄
が
短
い
と
、
茶
は
黃
色
味
を
帯
び
、
全
体
に
広
が
る
。「
烏
蔕
」
と
「
白
合
」

は
茶
芽
の
二
大
病
で
あ
る
。
烏
蔕
は
枯
れ
た
包
葉
の
つ
い
た
芽
で
あ
り
、
取
り
除
か
な
い

と
、
点
て
た
茶
が
黃
色
味
や
黒
味
を
帯
び
て
し
ま
い
美
し
く
な
い
。
白
合
は
芽
が
二
枚
の

葉
に
包
ま
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
葉
を
取
り
除
か
な
い
と
、
茶
の
風
味
が
苦
く
渋
く

な
っ
て
し
ま
う
。
芽
は
し
っ
か
り
と
熱
が
通
る
よ
う
に
蒸
し
、
圧
搾
し
て
水
分
を
出
し
尽

く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蒸
す
時
に
熱
が
通
っ
て
い
な
い
と
、
草
木
の
臭
い
が
残
っ
て

し
ま
う
。
水
分
が
残
っ
て
い
る
と
、
茶
の
色
が
濁
り
、
味
が
濃
く
な
っ
て
し
ま
う
。
焙
じ

る
時
に
煙
が
多
い
と
茶
の
香
り
を
消
し
て
し
ま
い
、
圧
搾
し
た
後
、
す
ぐ
さ
ま
次
の
工
程

に
移
ら
ず
茶
芽
を
放
っ
て
お
く
と
、
茶
の
味
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
も
茶
の
病
で

あ
る
。」

第
一
五
七
条

【
原
文
】

北
苑
别
錄
、
御
園
四
十
六
所
、〔
方
〕
廣
袤
三
十
餘
里
。
自
官
平
而
上
爲
內
園
、
官
坑

而
下
爲
外
園
。
方
春
靈
芽
萌
〈
莩
〉
坼
、〔
常
〕
先
民
焙
十
餘
日
、
如
九
窠
十
二
隴
、
龍

游
窠
、
小
苦
竹
、
張
坑
、
西
際
、
又
爲
禁
園
之
先
也
。
而
石
門
、
乳
吉
、
香
口
三
外
焙
、

常
後
北
苑
五
七
日
興
工
、
毎
日
采
茶
、
蒸
榨
以
其
黃
悉
送
北
苑
併
造
。

【
和
訳
】

南
宋
の
趙
汝
砺
『
北
苑
別
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
北
苑
に
は
皇
室
の
茶
園
が

四
十
六
箇
所
あ
り
、
三
十
里
余
り
に
渡
っ
て
開
け
た
広
大
な
地
域
に
存
在
し
て
い
る
。
官

平
の
茶
園
よ
り
上
は
内
園
で
あ
り
、
官
坑
の
茶
園
よ
り
下
は
外
園
で
あ
る
。
春
に
な
る
と

茶
樹
は
芽
吹
く
が
、
皇
室
の
茶
園
で
は
民
間
よ
り
も
十
数
日
早
く
、
九
窠
十
二
隴
、
龍
游

窠
、
小
苦
竹
、
張
坑
、
西
際
は
、
皇
室
の
茶
園
の
な
か
で
も
特
に
早
い
。
一
方
、
民
間
の

茶
園
で
あ
る
石
門
、
乳
吉
、
香
口
の
三
箇
所
は
、
毎
年
、
北
苑
よ
り
五
日
か
ら
七
日
ほ
ど

遅
れ
て
製
茶
を
開
始
す
る
。
毎
日
茶
摘
み
、
蒸
し
、
圧
搾
の
作
業
を
行
い
、
圧
搾
を
終
え

た
芽
は
北
苑
に
送
ら
れ
、
北
苑
の
芽
と
一
緒
に
加
工
さ
れ
る
。」

第
一
五
八
条

【
原
文
】

造
茶
、
舊
分
四
𡱈
。
匠
者
起
好
勝
之
心
、
彼
此
相
誇
、
不
能
無
弊
、
遂
并
而
爲
二
焉
。

故
茶
堂
有
東
𡱈
、
西
𡱈
之
名
、
茶
銙
有
東
作
、
西
作
之
號
。
凡
茶
之
初
出
研
盆
、
盪
之
欲

其
匀
、
揉
之
欲
其
膩
、
然
後
入
圈
製
銙
、
隨
笪
過
黃
。
有
方
〘
故
〙
銙
、
有
花
銙
、
有
大

龍
、
有
小
龍
、
品
色
不
同
、
其
名
亦
異
、〔
故
〕
隨
綱
繫
之
於
貢
茶
云
。

【
和
訳
】

『
北
苑
別
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
以
前
、
献
上
茶
の
製
造
は
四
つ
の
茶
局
が

そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
職
人
に
競
争
心
が
生
じ
て
互
い
の
技
量
を
誇
る
よ
う

に
な
り
、
様
々
な
弊
害
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
茶
局
は
合
併
さ
れ
二
箇
所
と
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
茶
局
の
庁
舎
に
も
東
局
や
西
局
の
呼
称
が
あ
り
、
茶
に
も
東
作
や
西
作
の
呼
称

が
あ
る
。
総
じ
て
、
茶
の
製
造
は
す
り
鉢
で
茶
芽
を
磨
り
潰
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
磨

り
潰
し
た
も
の
を
揺
す
っ
て
均
等
に
し
、
揉
ん
で
な
め
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
糊
状

に
な
っ
た
芽
を
型
枠
に
入
れ
て
固
形
茶
と
し
、
こ
れ
を
竹
ざ
る
の
上
に
並
べ
て
「
過
黄
」

（「
過
黄
」
は
一
六
四
条
を
参
照
。）
の
工
程
を
行
う
。
こ
う
し
て
完
成
し
た
茶
に
は
方
銙
、

花
銙
、
大
龍
、
小
龍
と
い
っ
た
分
類
が
あ
り
、
種
類
に
よ
っ
て
呼
び
方
も
異
な
る
。
そ
こ

で
、
献
上
品
を
運
送
す
る
順
序
に
従
い
献
上
茶
を
説
明
し
た
。」

第
一
五
九
条

【
原
文
】

采
茶
之
法
、
須
是
侵
晨
不
可
見
日
。
〔
侵
〕
晨
則
夜
露
未
晞
、
茶
芽
肥
潤
。
見
日
則
爲

陽
氣
所
薄
、
使
芽
之
膏
腴
內
耗
、
至
受
水
而
不
鮮
明
。
故
毎
日
常
以
五
更
撾
鼓
、
集
羣
夫

於
鳯
凰
山
（
山
有
伐
鼓
亭
、〔
採
夫
〕
日
役
采
夫
二
百
二
十
二
〈
五
〉
人
）。
監
采
官
人
給

―　　（　　）―
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一
牌
入
山
、
至
辰
刻
、
則
復
鳴
鑼
以
聚
之
、
恐
其
踰
時
、
貪
多
務
得
也
。
大
抵
採
茶
亦
須

習
熟
、
募
夫
之
際
、
必
擇
土
著
及
諳
曉
之
人
、
非
特
識
茶
發
早
晩
所
在
、
而
於
采
摘
亦
知

其
指
要
〘
耳
〙。

【
和
訳
】

『
北
苑
別
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
摘
み
の
掟
と
し
て
、
明
け
方
の
、
日
の

出
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
け
方
は
夜
露
が
乾
い
て
お
ら
ず
、
茶
芽
が
肥
え

て
潤
い
が
あ
る
。
日
が
出
る
と
陽
の
気
が
迫
っ
て
き
て
、
芽
の
内
部
で
養
分
が
消
耗
さ

れ
て
し
ま
い
、
点
て
た
茶
の
色
あ
い
が
鮮
や
か
で
な
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
毎
日
明
け

方
五
更
（
午
前
三
時
か
ら
午
前
五
時
）
に
合
図
の
太
鼓
を
叩
き
、
茶
摘
み
の
農
夫
を
鳳

凰
山
に
集
め
る
（
鳳
凰
山
に
は
伐
鼓
亭
が
あ
り
、
毎
日
の
茶
摘
み
に
従
事
す
る
農
夫
は

二
百
二
十
二
人
で
あ
っ
た
）。
茶
摘
み
を
監
督
す
る
役
人
は
、
農
夫
に
入
山
許
可
の
札
を

渡
し
、
農
夫
が
山
に
入
っ
た
後
、
辰
の
刻
（
午
前
七
時
か
ら
午
前
九
時
）
に
な
る
と
、
今

度
は
銅
鑼
を
鳴
ら
し
て
農
夫
を
集
め
る
。
こ
れ
は
、
農
夫
が
日
の
出
の
時
刻
を
超
え
て
、

必
要
以
上
に
茶
芽
を
摘
む
の
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
一
般
的
に
茶
摘
み
も
熟
練
が
必
要

で
あ
り
、
農
夫
を
募
る
際
は
、
現
地
の
住
民
の
ほ
か
、
茶
樹
の
生
態
や
製
茶
技
術
に
通
じ

た
人
物
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
茶
を
摘
む
人
物
は
、
芽
の
出
る
時
機
の
み
な
ら

ず
、
茶
摘
み
の
要
領
を
理
解
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。」

第
一
六
〇
条

【
原
文
】

茶
有
小
芽
、
有
中
芽
、
有
紫
芽
、
有
白
合
、
有
烏
蔕
、〔
此
〕
不
可
不
辨
。
小
芽
者
、

其
小
如
鷹
爪
。
初
造
龍
團
勝
雪
、
白
茶
、
以
其
芽
先
次
蒸
熟
、
置
之
水
盆
中
、
剔
取
其
精

英
、
僅
如
針
小
、
謂
之
水
芽
、
是
小
芽
中
之
最
精
者
也
。
中
芽
、
古
謂
之
一
槍
二
〈
一
〉

旗
是
也
。
紫
芽
、
葉
之
紫
者
〔
是
〕
也
。
白
合
、
乃
小
芽
有
兩
葉
抱
而
生
者
是
也
。
烏
蔕
、

茶
之
帶
〈
蔕
〉
頭
是
也
。
凡
茶
、
以
水
芽
爲
上
、
小
芽
次
之
、
中
芽
又
次
之
、
紫
芽
、
白

合
、
烏
蔕
、〔
皆
〕
在
所
不
取
。
使
其
擇
焉
而
精
、
則
茶
之
色
味
無
不
佳
。
萬
一
雜
之
以

所
不
取
、
則
首
面
不
均
、
色
濁
而
味
重
也
。

【
和
訳
】

『
北
苑
別
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
芽
に
は
小
芽
、
中
芽
、
紫
芽
、
白
合
、

烏
蔕
が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
見
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
芽
は
鷹
の
爪
の
よ
う
に
小

さ
い
。
当
初
、「
龍
団
勝
雪
」
や
「
白
茶
」
を
造
る
際
、
ま
ず
手
順
に
従
っ
て
小
芽
を
蒸

し
、
水
を
入
れ
た
桶
の
中
で
、
そ
の
最
も
良
い
部
分
だ
け
を
取
り
出
し
た
。
こ
れ
は
針
の

先
ほ
ど
に
小
さ
く
「
水
芽
」
と
い
い
、
小
芽
の
最
も
良
質
な
部
分
で
あ
る
。
中
芽
は
、
二

つ
の
芽
の
う
ち
、
一
つ
が
開
き
、
も
う
一
つ
が
丸
ま
っ
た
ま
ま
の
芽
、
す
な
わ
ち
古
く
は

「
一
槍
一
旗
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
紫
芽
は
、
紫
色
を
帯
び
た
芽
で
あ
る
。
白
合

は
、
二
枚
の
葉
が
小
芽
を
包
む
よ
う
に
生
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
烏
蔕
は
、
枯
れ
た
包

葉
の
つ
い
た
芽
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
茶
の
芽
は
水
芽
が
最
も
良
く
、
小
芽
が
こ
れ
に
次

ぎ
、
さ
ら
に
中
芽
が
次
ぐ
。
紫
芽
、
白
合
、
烏
蔕
は
、
ど
れ
も
製
茶
に
用
い
な
い
。
茶
芽

を
選
別
す
る
時
に
良
い
も
の
を
選
べ
ば
、
点
て
た
茶
の
色
や
味
は
必
ず
良
く
な
る
。
万
が

一
、
紫
芽
や
白
合
、
烏
蔕
が
混
じ
る
と
、
完
成
し
た
茶
の
表
面
の
色
あ
い
は
不
均
一
に
な

り
、
点
て
た
時
に
色
が
濁
り
、
味
も
過
度
に
濃
く
な
る
。」

第
一
六
一
条

【
原
文
】

驚
蟄
節
萬
物
始
萌
、
每
歲
常
以
前
三
日
開
焙
。
遇
閏
則
後
〈
反
〉
之
、
以
其
氣
候
少
遲

故
也
。【

和
訳
】

『
北
苑
別
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
啓
蟄
の
頃
に
な
る
と
万
物
が
活
動
を
始
め

る
の
で
、
毎
年
、
啓
蟄
の
三
日
前
に
な
る
と
、
ほ
い
ろ
に
火
を
入
れ
る
。
う
る
う
年
で
あ
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れ
ば
遅
ら
せ
る
。
こ
れ
は
、
気
候
の
変
化
が
や
や
遅
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」

第
一
六
二
条

【
原
文
】

蒸
〈
茶
〉
芽
、
再
四
洗
滌
、
取
令
潔
淨
、
然
後
入
甑
。
俟
湯
沸
蒸
之
、
然
蒸
有
過
熟
之

患
、
有
不
熟
之
患
。
過
熟
、
則
色
黃
而
味
淡
。
不
熟
、
則
色
靑
而
易
沉
、
而
有
草
木
之

氣
。
故
唯
以
得
中
〔
之
〕
爲
當
。

【
和
訳
】

『
北
苑
別
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
芽
を
蒸
す
際
は
、
ま
ず
芽
を
水
で
繰
り

返
し
洗
い
、
取
り
出
し
た
ら
清
浄
を
保
ち
、
そ
れ
か
ら
こ
し
き
に
入
れ
る
。
湯
が
沸
い
た

ら
芽
を
蒸
す
。
た
だ
し
、
蒸
す
工
程
に
は
蒸
し
す
ぎ
る
、
あ
る
い
は
蒸
し
足
り
な
い
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
蒸
し
す
ぎ
る
と
、
芽
は
黃
色
を
帯
び
て
茶
の
味
が
薄
く
な
る
。
蒸
し
が

足
り
な
い
と
、
芽
は
青
色
を
帯
び
て
湯
に
す
ぐ
沈
み
、
し
か
も
茶
に
草
木
の
臭
い
が
残
っ

て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
蒸
す
工
程
は
、
ほ
ど
よ
い
と
こ
ろ
を
見
極
め
る
の
が
良
い
。」

第
一
六
三
条

【
原
文
】

茶
旣
〘
蒸
〙
熟
、
謂
〘
之
〙
茶
黃
。
須
淋
洗
數
過
（
欲
其
冷
也
）
、
方
入
小
榨
、
以
去

其
水
。
又
入
大
榨
、
以
出
其
膏
（
水
芽
〘
則
〙
以
高
〈
馬
〉
榨
壓
之
、
以
其
芽
嫩
故
也
）。

先
包
以
布
帛
、
束
以
竹
皮
、
然
後
入
大
榨
壓
之
。
至
中
夜
、
取
出
揉
匀
、
復
如
前
入
榨
、

謂
之
翻
榨
。
徹
曉
奮
擊
、
必
至
於
乾
淨
而
後
已
。
蓋
建
茶
之
味
遠
而
力
厚
、
非
江
茶
之

比
。
江
茶
畏
沉
〈
流
〉
其
膏
、
建
茶
唯
恐
其
膏
之
不
盡
。
膏
不
盡
、
則
色
味
重
濁
矣
。

【
和
訳
】

『
北
苑
別
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
蒸
し
た
茶
芽
を
「
茶
黃
」
と
い
う
。
茶
黄

は
必
ず
水
で
何
度
も
洗
い
（
冷
ま
す
た
め
で
あ
る
）、
す
ぐ
に
「
小
搾
」
に
入
れ
て
水
気

を
除
く
。
そ
し
て
「
大
搾
」
に
入
れ
、
茶
黄
に
含
ま
れ
る
液
汁
を
押
し
出
す
（
水
芽
の
場

合
、「
高
搾
」
で
圧
力
を
か
け
る
の
は
、
水
芽
が
柔
ら
か
い
か
ら
で
あ
る
）。
こ
の
工
程

は
、
ま
ず
茶
黄
を
布
で
包
み
、
竹
の
皮
で
縛
っ
て
か
ら
大
搾
に
入
れ
て
圧
力
を
か
け
る
。

深
夜
に
な
っ
た
ら
取
り
出
し
、
均
等
に
な
る
よ
う
に
揉
み
、
そ
し
て
先
の
手
順
と
同
じ
く

再
び
大
搾
に
入
れ
る
。
こ
れ
を
「
翻
搾
」
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
夜
が
明
け
る
ま
で
茶
黄
を

力
い
っ
ぱ
い
叩
き
続
け
、
質
が
完
全
に
均
一
に
な
っ
た
ら
止
め
る
。
福
建
の
茶
の
風
味
に

は
、
江
南
の
茶
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
余
韻
と
力
強
さ
が
あ
る
。
江
南
の
茶
は
圧
搾
の

時
に
液
汁
が
流
れ
出
る
の
を
嫌
い
、
福
建
の
茶
は
液
汁
が
出
尽
く
さ
な
い
の
を
嫌
う
。
液

汁
が
出
尽
く
さ
な
い
と
、
点
て
た
茶
の
色
が
濁
り
、
味
が
濃
く
雑
味
が
残
っ
て
し
ま
う
。」

第
一
六
四
条

【
原
文
】

茶
之
過
黃
、
初
入
烈
火
焙
之
、
次
過
沸
湯
爁
之
、
凡
如
是
者
三
。
而
後
宿
一
火
、
至
翌

日
、
遂
過
煙
焙
〔
焉
。
然
煙
焙
〕
之
火
不
欲
烈
、
烈
則
面
泡
〈
炮
〉
而
色
黑
。
又
不
欲
烟
、

烟
則
香
盡
而
味
焦
、
但
取
其
溫
溫
而
已
。
凡
火
之
數
〈
數
之
〉
多
寡
、
皆
視
其
銙
之
厚
薄
。

銙
之
厚
者
、
有
十
火
至
於
十
五
火
。
銙
之
薄
者
、〔
亦
〕
六
〈
八
〉
火
至
於
八
〈
六
〉
火
。

火
數
旣
足
、
然
後
過
湯
上
出
色
。
出
色
之
後
、〔
當
〕
置
之
宻
室
、
急
以
扇
扇
之
、
則
色

澤
自
然
光
瑩
矣
。

【
和
訳
】

『
北
苑
別
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
を
焙
じ
る
「
過
黃
」
の
工
程
で
は
、
ま

ず
強
火
で
焙
じ
、
次
に
沸
騰
し
た
湯
に
通
し
て
か
ら
炙
り
乾
か
す
。
こ
れ
を
三
回
繰
り
返

す
。
そ
し
て
火
の
熱
で
一
晩
乾
か
し
、
翌
日
に
は
煙
に
当
て
て
乾
か
す
。
煙
に
当
て
る
時

は
、
火
が
強
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
強
す
ぎ
る
と
、
茶
の
表
面
が
ぶ
つ
ぶ
つ
と
膨
れ

上
が
り
黒
ず
む
。
ま
た
、
煙
を
当
て
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。
当
て
過
ぎ
る
と
、
茶
の
香
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り
が
消
え
て
、
焦
げ
臭
く
な
る
。
こ
の
工
程
は
、
茶
が
温
ま
る
く
ら
い
行
え
ば
よ
い
。
お

お
よ
そ
火
に
当
て
る
回
数
は
、
茶
の
厚
さ
を
見
て
決
め
る
。
厚
い
も
の
は
、
十
回
か
ら

十
五
回
行
う
。
薄
い
も
の
は
、
六
回
か
ら
八
回
行
う
。
十
分
な
回
数
火
に
当
て
た
ら
、
茶

を
湯
気
に
通
し
て
色
味
や
表
面
を
美
し
く
す
る
「
出
色
」
の
工
程
を
行
う
。
こ
の
後
、
茶

餅
を
密
室
に
置
き
、
す
ぐ
に
団
扇
で
扇
ぐ
。
こ
う
す
る
と
、
茶
に
自
然
と
光
沢
や
透
明
感

が
出
て
く
る
。」

第
一
六
五
条

【
原
文
】

研
茶
之
具
、
以
柯
爲
杵
、
以
瓦
爲
盆
。
分
團
酌
水
、
亦
皆
有
數
。
上
而
勝
雪
、
白
茶
、

以
十
六
水
。
下
而
揀
芽
之
水
六
、
小
龍
鳳
四
、
大
龍
鳯
二
、
其
餘
皆
〘
一
〙
十
二
焉
。
自

十
二
水
而
〘
以
〙
上
、
曰
〈
日
〉
研
一
團
。
自
六
水
而
下
、
曰
〈
日
〉
研
三
團
至
七
團
。

毎
水
研
之
、
必
至
於
水
乾
、
茶
熟
而
後
已
。
水
不
乾
、
則
茶
不
熟
。
茶
不
熟
、
則
首
面
不

匀
、
煎
試
易
沉
。
故
研
夫
尤
貴
於
强
〔
而
〕
有
力
者
也
。
𡮢
謂
天
下
之
理
、
未
有
不
相
須

而
成
者
。
有
北
苑
之
芽
、
而
後
有
龍
井
之
水
。
龍
井
之
水
淸
而
且
甘
、
晝
夜
酌
之
而
不

竭
。
凡
茶
、
自
北
苑
上
者
皆
資
焉
。
此
亦
猶
錦
之
於
蜀
江
、
膠
之
於
阿
井
也
。
詎
不
信

然
。【

和
訳
】

『
北
苑
別
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
を
磨
り
潰
す
に
は
、
樫
の
す
り
こ
ぎ
、

素
焼
き
の
す
り
鉢
を
用
い
る
。
団
茶
を
磨
り
潰
す
際
は
、
そ
の
等
級
に
よ
っ
て
水
を
注
ぐ

回
数
が
異
な
る
。
上
等
な
龍
団
勝
雪
や
白
茶
の
場
合
は
、
十
六
回
注
ぐ
。
こ
れ
ら
に
次
ぐ

等
級
の
揀
芽
は
六
回
、
小
龍
鳳
は
四
回
、
大
龍
鳳
は
二
回
注
ぎ
、
他
の
茶
は
十
二
回
注

ぐ
。
水
を
十
二
回
以
上
注
ぐ
も
の
は
一
日
に
団
茶
一
つ
を
磨
り
潰
し
、
六
回
以
下
の
も
の

は
一
日
に
団
茶
三
つ
か
ら
七
つ
を
磨
り
潰
す
。
水
を
注
ぎ
磨
り
潰
す
作
業
は
、
水
分
が
乾

き
、
茶
が
よ
く
こ
な
れ
る
ま
で
続
け
る
。
水
分
が
乾
い
て
い
な
い
と
、
茶
も
こ
な
れ
て
い

な
い
。
こ
な
れ
て
い
な
い
と
、
茶
の
表
面
が
不
均
一
と
な
り
、
試
し
に
煎
じ
て
み
る
と
、

底
に
沈
ん
で
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
磨
り
潰
し
作
業
で
は
、
力
の
強
い
者
が
貴
ば
れ
る
。

私
は
か
つ
て
、
天
下
の
道
理
は
す
べ
て
が
互
い
に
関
わ
り
合
っ
て
成
立
し
て
い
る
と
考
え

た
。
こ
の
考
え
に
基
づ
け
ば
、
北
苑
の
茶
芽
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
龍
井
の
水
が

見
い
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
龍
井
の
水
は
清
ら
か
で
口
当
た
り
が
よ
く
、
昼
夜
汲
ん
で
も

枯
れ
な
い
。
お
お
よ
そ
北
苑
が
献
上
す
る
茶
を
磨
り
潰
す
際
に
は
、
す
べ
て
龍
井
の
水
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
蜀
（
現
在
の
四
川
省
一
帯
）
の
絹
織
物
が
蜀
江
の
水
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
で
鮮
や
か
な
色
あ
い
と
な
り
、
東
阿
（
現
在
の
山
東
省
聊
城
市
東
阿
県
）
で

造
ら
れ
る
ロ
バ
革
の
ニ
カ
ワ
が
当
地
の
阿
井
の
水
を
用
い
る
こ
と
で
品
質
を
高
め
る
の
と

同
じ
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
考
え
は
確
か
に
存
在
す
る
の
だ
。」

第
一
六
六
条

【
原
文
】

姚
寛
西
溪
叢
語
、
建
州
龍
焙
面
北
、
謂
之
北
苑
。
有
一
泉
極
淸
澹
、
謂
之
御
泉
。
用
其

池
水
造
茶
、
卽
〈
不
〉
壞
茶
味
。
惟
龍
團
勝
雪
、
白
茶
二
種
謂
之
水
芽
、
先
蒸
後
揀
。
毎

一
芽
、
先
去
外
兩
小
葉
、
謂
之
烏
蔕
。
又
次
取
兩
嫩

、
謂
之
白
合
。
留
小
心
芽
、
置
於

水
中
、
呼
爲
水
芽
。
聚
之
稍
多
、
卽
研
焙
爲
二
品
、
卽
龍
團
勝
雪
、
白
茶
也
。
茶
之
極
精

好
者
、
無
出
於
此
。
毎
胯
（
銙
）
、
計
工
價
近
二
〈
三
〉
十
千
。
其
他
〔
茶
雖
好
〕
皆
先

揀
而
后
蒸
研
、
其
味
次
第
減
也
。
茶
有
十
綱
、
第
一
綱
、
第
二
綱
太
嫩
、
第
三
綱
最
妙
。

自
六
綱
至
十
綱
、
小
團
至
大
團
而
止
。

【
和
訳
】

北
宋
末
か
ら
南
宋
初
の
姚
寛
『
西
渓
叢
語
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
建
州
（
現
在

の
福
建
省
建
甌
市
）
の
茶
園
で
あ
る
龍
焙
は
北
に
面
し
て
お
り
、「
北
苑
」
と
呼
ば
れ
る
。

そ
こ
に
は
極
め
て
清
ら
か
な
水
の
湧
き
出
す
泉
が
一
つ
あ
り
、「
御
泉
」
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
泉
の
水
を
製
茶
に
用
い
る
と
、
茶
の
風
味
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
。
龍
団
勝
雪
と
白

―　　（　　）―
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茶
の
二
種
だ
け
は
「
水
芽
」
と
呼
び
、
ま
ず
蒸
し
、
そ
れ
か
ら
良
質
な
芽
だ
け
を
選
別
す

る
。
す
べ
て
の
芽
は
、
ま
ず
外
側
の
小
さ
な
二
枚
の
葉
を
取
り
除
く
が
、
こ
れ
を
「
烏

蔕
」
と
い
う
。
次
に
若
い
二
枚
の
葉
を
選
び
取
る
が
、
こ
れ
を
「
白
合
」
と
い
う
。
ま
た
、

中
心
の
小
さ
な
芽
を
残
し
て
水
に
入
れ
た
も
の
を
「
水
芽
」
と
い
う
。
水
芽
が
あ
る
程
度

の
量
集
ま
っ
た
ら
、
磨
り
潰
し
や
焙
じ
る
工
程
を
経
て
二
種
類
の
茶
が
つ
く
ら
れ
る
。
こ

れ
が
龍
団
勝
雪
と
白
茶
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
最
上
級
の
茶
で
あ
り
、
こ
の
二
種
を
超
え
る

も
の
は
な
い
。
こ
の
二
種
の
一
個
あ
た
り
の
工
賃
は
総
額
で
二
万
ほ
ど
に
な
る
。
ほ
か
の

茶
は
、
ま
ず
選
別
し
、
そ
れ
か
ら
蒸
し
て
磨
り
潰
す
。
こ
う
す
る
と
、
一
つ
の
工
程
を
経

る
ご
と
に
風
味
が
損
な
わ
れ
て
い
く
。
献
上
茶
は
十
回
に
分
け
て
都
に
運
ば
れ
る
。
第
一

回
と
第
二
回
の
献
上
茶
は
若
く
柔
ら
か
す
ぎ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
回
の
茶
は
最
も

良
い
。
第
六
回
か
ら
第
十
回
ま
で
は
、
ま
ず
小
龍
団
、
次
い
で
大
龍
団
が
運
ば
れ
終
了
と

な
る
。」

第
一
六
七
条

【
原
文
】

黃
儒
品
茶
要
錄
、
茶
事
起
於
驚
蟄
前
、
其
采
芽
如
鷹
爪
。
初
造
曰
試
焙
、
又
曰
一
火
、

其
次
曰
二
火
、
二
火
之
茶
、
已
次
一
火
矣
。
故
市
茶
芽
者
、
惟
伺
出
於
三
火
前
者
爲
最

佳
。
尤
喜
薄
寒
氣
候
、
隂
不
至
〘
於
〙
凍
。
芽
發
時
、〔
茶
〕
尤
畏
霜
。
有
造
於
一
火
、

二
火
者
皆
遇
霜
、
而
三
火
霜
霽
、
則
三
火
之
茶
勝
矣
。
晴
不
至
於
暄
、
則
榖
芽
含
養
約
勒

而
滋
長
有
漸
、
采
工
亦
優
爲
矣
。
凡
試
時
泛
色
鮮
白
、
隱
於
薄
霧
者
、
得
於
佳
時
而
然

也
。
有
造
於
積
雨
者
、
其
色
昏
黃
。
或
氣
候
暴
暄
、
茶
芽
蒸
發
、
采
工
汗
手
薰
漬
、
揀
摘

不
潔
、
則
製
造
雖
多
、
皆
爲
常
品
矣
。
試
時
色
非
鮮
白
、
水
脚
微
紅
者
、
過
時
之
病
也
。

【
和
訳
】

北
宋
の
黄
儒
『
品
茶
要
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
毎
年
の
製
茶
は
啓
蟄
の
前
に

始
め
ら
れ
、
そ
の
時
に
摘
ま
れ
る
茶
芽
は
鷹
の
爪
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
。
最
初
の
製
茶

を
「
試
焙
」
と
い
い
、「
一
火
」
と
も
い
う
。
そ
の
次
に
行
わ
れ
る
製
茶
を
「
二
火
」
と

い
う
。
二
火
の
時
に
作
ら
れ
た
茶
は
、
一
火
の
も
の
よ
り
一
等
劣
る
。
こ
の
た
め
、
茶
芽

を
購
入
す
る
人
々
は
、「
三
火
」
よ
り
前
に
作
ら
れ
た
茶
の
み
を
最
も
良
質
な
も
の
だ
と

み
な
し
て
い
る
。
や
や
寒
く
曇
り
が
ち
で
、
水
が
凍
ら
な
い
く
ら
い
の
気
候
の
も
と
で
摘

ま
れ
た
芽
は
特
に
好
ま
れ
る
。
芽
吹
い
た
ば
か
り
の
芽
は
、
特
に
霜
に
弱
い
。
一
火
、
二

火
の
時
に
は
、
霜
が
下
り
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
三
火
の
時
に
な
る
と
霜
が
消
え
る

の
で
、
三
火
の
茶
は
一
火
や
二
火
の
茶
に
勝
る
。
晴
天
な
が
ら
気
温
が
上
が
ら
な
い
気
候

の
下
、
穀
雨
の
時
に
摘
ま
れ
る
茶
芽
は
栄
養
を
蓄
え
る
が
、
気
候
の
制
約
を
受
け
て
緩
や

か
に
成
長
す
る
。
こ
の
た
め
、
茶
摘
み
の
農
夫
も
慌
て
ず
ゆ
っ
く
り
と
仕
事
を
す
る
。
お

お
よ
そ
試
飲
の
時
、
茶
の
表
面
が
鮮
や
か
な
白
色
を
呈
し
、
薄
霧
に
隠
れ
る
か
の
よ
う
に

な
る
の
は
、
良
い
時
期
に
摘
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
長
雨
の
頃
に
造
っ
た
茶
は
、
く
す
ん
だ

黃
色
を
呈
す
る
。
ま
た
、
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
時
期
だ
と
、
茶
芽
の
水
分
が
蒸
発
す
る

う
え
、
茶
摘
み
農
夫
の
手
の
汗
や
臭
い
が
芽
に
染
み
つ
く
の
で
、
茶
摘
み
や
選
別
の
工
程

で
清
潔
を
保
て
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
茶
は
大
量
に
造
ら
れ
る
が
、
す
べ
て
一
般
的
な

等
級
と
な
る
。
試
飲
の
時
、
茶
が
鮮
や
か
な
白
色
に
な
ら
ず
、
茶
碗
に
残
っ
た
痕
が
赤
味

を
帯
び
る
の
は
、
摘
む
時
期
や
製
茶
の
時
期
を
逸
し
た
時
に
現
れ
る
病
で
あ
る
。」

第
一
六
八
条

【
原
文
】

茶
〈
穀
〉
芽
初
采
、
不
過
盈
筐
而
已
、
趨
時
爭
新
之
勢
然
也
。
旣
采
而
蒸
、
旣
蒸
而

研
。
蒸
〘
或
〙
不
熟
、〔
則
〕
雖
精
芽
〘
而
〙
所
損
已
多
。
試
時
〔
色
青
易
沉
〕
味
作
〈
爲
〉

桃
仁
氣
者
、〔
蒸
〕
不
熟
之
病
也
。
唯
正
熟
者
、
味
甘
香
。

【
和
訳
】

『
品
茶
要
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
毎
年
初
め
て
の
茶
摘
み
で
は
、
農
夫
は
籠

が
一
杯
に
な
る
ま
で
し
か
摘
ま
な
い
。
こ
れ
は
、
誰
も
が
最
も
良
い
時
期
に
、
よ
り
新
し

―　　（　　）―
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い
芽
を
争
っ
て
求
め
る
か
ら
で
あ
る
。
摘
み
終
わ
っ
た
ら
芽
を
蒸
し
、
蒸
し
終
わ
っ
た
ら

磨
り
潰
す
。
適
度
に
蒸
さ
れ
て
い
な
い
と
、
上
質
の
芽
で
あ
っ
て
も
、
風
味
が
相
当
損
な

わ
れ
て
し
ま
う
。
試
飲
し
た
時
に
桃
仁
の
よ
う
な
臭
い
が
し
た
ら
、
蒸
し
が
あ
ま
い
証
拠

で
あ
る
。
ほ
ど
よ
く
蒸
さ
れ
た
芽
で
あ
れ
ば
、
甘
み
が
あ
り
香
り
高
い
。」

第
一
六
九
条

【
原
文
】

蒸
芽
〈
茶
芽
方
蒸
〉
、
以
氣
爲
候
、
視
之
不
可
以
不
謹
〈
慎
〉
也
。
試
時
色
〈
葉
〉
黃

而
粟
紋
大
者
、
過
熟
之
病
也
。
然
〔
雖
〕
過
熟
愈
於
不
熟
、〘
以
〙
甘
香
之
味
勝
也
。
故

君
謨
論
色
、
則
以
靑
白
勝
黃
白
、〘
而
〙
余
論
味
、
則
以
黃
白
勝
靑
白
。

【
和
訳
】

『
品
茶
要
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
芽
を
蒸
す
工
程
で
は
、
蒸
気
の
様
子
を

目
安
と
す
る
の
で
、
慎
重
に
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
試
飲
し
た
時
に
茶
が
黃
色
を

帯
び
、
粟
の
よ
う
な
形
状
の
泡
が
浮
か
ぶ
の
は
、
芽
を
蒸
し
す
ぎ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
蒸
し
足
り
な
い
よ
り
は
、
蒸
し
す
ぎ
の
ほ
う
が
良
い
。
蒸
し
す
ぎ
で
あ
れ
ば
、
ま
だ

香
り
高
い
風
味
が
勝
る
か
ら
で
あ
る
。
蔡
襄
（
字
は
君
謨
）
は
茶
の
色
を
論
じ
て
青
白
色

が
黃
白
色
に
勝
る
と
し
た
が
、
味
に
つ
い
て
言
え
ば
、
私
は
黃
白
色
が
青
白
色
に
勝
る
と

思
う
。」

第
一
七
〇
条

【
原
文
】

茶
蒸
不
可
以
逾
久
、
久
則
過
熟
。
又
久
、
則
湯
乾
而
焦
釜
之
氣
出
〈
上
〉。
茶
工
有
乏

薪
湯
以
益
之
、
是
致
蒸
〈
熏
〉
損
茶
黃
。〘
故
〙
試
時
色
多
昏
黯
〈
紅
〉、
氣
味
焦
惡
〈
氣

焦
味
惡
〉
者
、
焦
釡
之
病
也
。
建
人
謂
之
〈
號
爲
〉
熱
鍋
氣
。

【
和
訳
】

『
品
茶
要
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
芽
は
、
あ
ま
り
長
い
時
間
蒸
し
て
は
い

け
な
い
。
時
間
が
長
い
と
、
蒸
し
す
ぎ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
長
い
こ
と
蒸
す
と
、
釜
の
湯

が
蒸
発
し
て
空
焚
き
と
な
り
、
釜
の
焦
げ
る
臭
い
が
上
が
っ
て
し
ま
う
。
職
人
が
薪
や
湯

を
継
ぎ
足
す
の
を
怠
る
と
、
焦
げ
た
臭
い
が
蒸
し
た
芽
に
染
み
付
い
て
風
味
を
損
な
っ
て

し
ま
う
。
試
飲
し
た
時
に
茶
の
色
が
赤
く
く
す
み
、
焦
げ
た
嫌
な
臭
い
が
す
る
の
は
、
釜

の
焦
げ
付
き
が
原
因
で
あ
る
。
福
建
の
人
々
は
こ
の
現
象
を
「
熱
鍋
気
」
と
い
う
。」

第
一
七
一
条

【
原
文
】

夫
茶
、
本
以
芽
葉
之
物
就
之
棬
模
。
旣
出
棬
、
上
笪
焙
之
。
用
火
務
令
通
熱
〈
徹
〉、

卽
以
茶
〈
灰
〉
覆
之
、
虚
其
中
、
以
透
火
氣
。
然
茶
民
不
喜
用
實
炭
、
號
爲
冷
火
。
以
茶

餅
新
溼
、〘
急
〙
欲
乾
以
見
售
、
故
用
火
常
𢃄
烟
焰
。
烟
焰
旣
多
、〘
苟
其
〙
稍
失
看
候
、

必
致
〈
以
故
〉
薫
損
茶
餅
。
試
時
其
色
昏
紅
、
氣
味
帶
焦
者
、
傷
焙
之
病
也
。

【
和
訳
】

『
品
茶
要
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
と
は
、
茶
樹
の
芽
や
葉
を
型
枠
で
成
形

し
た
も
の
で
あ
る
。
型
枠
か
ら
取
り
出
し
た
ら
、
竹
ざ
る
に
置
き
炭
火
で
焙
じ
る
。
こ
の

時
、
熱
が
茶
全
体
に
行
き
渡
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
炭
に
灰
を
か
ぶ
せ
る
。
こ
う
す
る

と
、
灰
の
中
で
炭
の
火
が
弱
ま
り
、
炭
全
体
が
ま
ん
べ
ん
な
く
燃
え
、
じ
っ
く
り
と
茶
を

焙
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
農
夫
は
こ
の
よ
う
に
芯
ま
で
燃
え
る
穏
や
か
な
炭
火

を
好
ま
ず
、「
冷
火
」
と
呼
ぶ
。
完
成
し
た
ば
か
り
の
茶
餅
は
湿
っ
て
い
る
の
で
、
農
夫

は
で
き
る
だ
け
速
く
乾
燥
さ
せ
て
販
売
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
農
夫
が
茶
餅
を
焙

じ
る
火
力
は
強
く
、
煙
が
あ
が
る
。
火
力
が
強
く
煙
が
多
い
場
合
、
わ
ず
か
で
も
頃
合
い

を
見
誤
る
と
、
茶
餅
が
燻
さ
れ
て
風
味
を
損
な
っ
て
し
ま
う
。
試
飲
す
る
時
、
茶
が
く
す

ん
だ
赤
色
と
な
り
、
焦
げ
臭
い
香
り
が
す
る
の
は
、
焙
じ
る
工
程
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
病

―　　（　　）―
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で
あ
る
。」

第
一
七
二
条

【
原
文
】

茶
餅
先
〈
光
〉
黃
、〘
而
〙
又
如
隂
潤
者
、
榨
不
乾
也
。
榨
欲
盡
去
其
膏
、
膏
盡
、
則

有
如
乾
竹
葉
之
意
〈
狀
〉。
唯
〘
喜
〙
飾
首
面
者
故
榨
不
欲
乾
、
以
利
易
售
。
試
時
色
雖

鮮
白
、
其
味
帶
苦
者
、
漬
膏
之
病
也
。

【
和
訳
】

『
品
茶
要
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
餅
が
光
沢
を
発
し
て
黃
色
を
帯
び
、

湿
っ
て
い
る
の
は
、
蒸
し
た
茶
葉
を
圧
搾
す
る
際
に
水
分
を
絞
り
き
れ
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
圧
搾
の
工
程
で
は
水
分
を
完
全
に
除
く
必
要
が
あ
る
。
水
分
が
無
く
な
れ
ば
、
茶

餅
は
乾
燥
し
た
竹
の
葉
の
よ
う
な
具
合
に
な
る
。
し
か
し
、
茶
餅
を
よ
く
見
せ
よ
う
と
す

る
者
に
限
っ
て
は
、
故
意
に
水
分
を
残
し
て
乾
燥
さ
せ
ず
、
見
た
目
を
良
く
し
て
売
れ
や

す
く
し
よ
う
と
す
る
。
試
飲
し
た
時
、
茶
の
色
合
い
は
鮮
や
か
な
白
色
で
、
苦
味
が
あ
る

の
は
、
茶
餅
の
水
分
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
で
あ
る
。」

第
一
七
三
条

【
原
文
】

〔
蓋
〕〘
茶
色
〙
淸
潔
鮮
明
、
則
香
與
味
亦
如
之
〈
香
色
如
之
〉。
故
採
佳
品
者
常
於
半

曉
間
衝
蒙
雲
霧
〘
而
出
〙、
或
以
〘
甆
〙
罐
汲
新
泉
懸
胸
〘
臆
〙
間
、〘
采
〙
得
卽
〈
必
〉

投
於
〈
其
〉
中
、
蓋
欲
〘
其
〙
鮮
也
。
如
〈
其
〉
或
日
氣
烘
爍
、
茶
芽
暴
長
、
工
力
不
給
、

其
〘
采
〙
芽
已
陳
而
不
及
蒸
、
蒸
而
不
及
研
、
研
或
出
宿
而
後
製
、
試
時
色
不
鮮
明
、
薄

如
壞
卵
氣
者
、〘
乃
〙
壓
黃
〘
之
病
〙
也
。

【
和
訳
】

『
品
茶
要
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
の
色
合
い
が
清
く
鮮
や
か
で
あ
れ
ば
、

そ
の
香
り
や
味
も
、
色
合
い
と
同
じ
く
良
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
良
質
な
茶
芽
を

摘
も
う
と
す
る
者
は
、
常
に
夜
明
け
の
時
分
に
雲
霧
を
か
き
わ
け
て
行
っ
た
り
、
新
鮮
な

泉
水
を
汲
ん
だ
磁
器
の
壺
を
胸
の
あ
た
り
に
下
げ
、
摘
ん
だ
芽
を
す
ぐ
さ
ま
そ
の
中
に
収

め
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
芽
の
鮮
度
を
保
と
う
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
日
差
し

が
強
い
と
芽
の
成
長
が
速
く
、
茶
摘
み
の
人
員
が
不
足
す
る
。
そ
の
結
果
、
摘
ん
だ
芽
を

放
置
し
て
す
ぐ
に
蒸
す
こ
と
が
で
き
ず
、
蒸
し
た
と
し
て
も
す
ぐ
に
磨
り
潰
す
こ
と
が
で

き
ず
、
磨
り
潰
し
た
と
し
て
も
一
晩
置
い
て
か
ら
型
枠
に
い
れ
る
と
い
っ
た
具
合
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
適
切
な
頃
合
い
に
加
工
し
な
か
っ
た
茶
は
、
試
飲
す
る
と
色
合
い
が
ぼ

や
け
て
お
り
、
少
し
ば
か
り
腐
っ
た
卵
の
よ
う
な
臭
い
を
放
つ
。
こ
れ
は
圧
搾
の
工
程
で

引
き
起
こ
さ
れ
る
病
で
あ
る
。」

第
一
七
四
条

【
原
文
】

茶
之
精
絶
者
、
曰
鬬
、
曰
亞
鬬
、
其
次
揀
芽
。
茶
芽
、
鬬
品
雖
最
上
、
園
户
或
止
一

株
。
蓋
天
材
間
有
特
異
、
非
能
皆
然
也
。
且
物
之
變
勢
無
常
〈
窮
〉、
而
人
之
耳
目
有
盡
、

故
造
鬭
品
之
家
、
有
昔
優
而
今
劣
、
前
負
而
後
勝
者
。
雖
〘
人
〙
工
有
至
、
有
不
至
、
亦

造
化
推
移
、
不
可
得
而
擅
也
。
其
造
、
一
火
曰
鬭
、
二
火
曰
亞
鬬
、
不
過
十
數
銙
而
已
。

揀
芽
則
不
然
、
徧
園
隴
中
擇
其
精
英
者
耳
〈
爾
〉。
其
或
貪
多
務
得
、
又
滋
色
澤
、
往
往

以
白
合
、
盜
葉
間
之
、
試
時
色
雖
鮮
白
、
其
味
澀
淡
者
、
間
白
合
、
盜
葉
之
病
也
（
一
〘
凡

鷹
爪
之
芽
〙
有
兩
小
葉
抱
而
生
者
、
白
合
也
。
新
條
葉
之
初
〈
抱
〉
生
而
〔
色
〕
白
者
、

盜
葉
也
。
造
揀
芽
〘
者
〙
、
只
〈
常
〉
剔
取
鷹
爪
、
而
白
合
不
用
、
况
盜
葉
乎
）。

【
和
訳
】

『
品
茶
要
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
芽
の
な
か
で
も
絶
品
を
「
闘
」
や
「
亜

―　　（　　）―
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闘
」
と
い
う
。
こ
れ
に
次
ぐ
品
質
の
も
の
は
「
揀
芽
」
と
い
う
。
芽
の
最
上
級
品
は
闘
品

だ
が
、
茶
園
を
所
有
す
る
家
に
一
株
あ
る
か
な
い
か
、
と
い
っ
た
ほ
ど
し
か
存
在
し
な

い
。
思
う
に
闘
品
が
芽
吹
く
茶
樹
は
、
天
然
の
茶
樹
の
な
か
で
も
特
殊
な
も
の
だ
け
で
あ

り
、
ど
の
茶
樹
に
も
芽
吹
く
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
事
物
は
絶
え
間
な
く
変
化
し
続

け
る
が
、
人
間
の
見
聞
に
は
限
り
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
闘
品
を
造
る
家
で
も
、
以
前
は

良
質
な
も
の
を
造
っ
て
い
た
が
今
は
質
が
劣
っ
て
い
た
り
、
そ
の
逆
も
あ
っ
た
り
す
る
。

人
為
的
な
技
術
水
準
に
高
低
が
あ
る
の
と
同
様
、
や
は
り
自
然
万
物
の
変
化
も
最
上
級
の

闘
品
を
独
占
さ
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
闘
や
亜
闘
の
製
造
に
つ
い
て
言

え
ば
、
最
初
に
造
っ
た
も
の
を
闘
と
い
い
、
次
に
造
っ
た
も
の
を
亜
闘
と
い
い
、
毎
年
十

数
個
し
か
製
造
で
き
な
い
。
一
方
、
こ
れ
ら
と
異
な
り
、
揀
芽
は
茶
園
や
山
中
を
巡
り
、

特
に
良
質
な
茶
芽
を
選
別
し
て
摘
め
ば
よ
い
。
し
か
し
、
な
か
に
は
茶
芽
の
か
さ
を
増
し

た
り
、
色
つ
や
を
よ
く
見
せ
た
り
し
よ
う
と
し
て
、
白
合
や
盗
葉
を
混
ぜ
る
者
が
い
る
。

試
飲
す
る
時
、
茶
は
鮮
や
か
な
白
色
だ
が
、
風
味
が
苦
く
薄
い
の
は
、
白
合
や
盗
葉
を
混

ぜ
た
こ
と
に
よ
る
病
で
あ
る
。（
鷹
の
爪
ほ
ど
の
小
さ
な
茶
芽
一
つ
を
二
枚
の
葉
が
包
む

よ
う
に
芽
吹
い
た
も
の
が
「
白
合
」
で
あ
る
。
新
た
に
伸
び
た
枝
に
初
め
て
芽
吹
き
、
色

が
白
い
も
の
を
「
盗
葉
」
と
い
う
。
揀
芽
を
造
る
者
は
、
鷹
の
爪
の
よ
う
な
芽
の
部
分
だ

け
を
取
り
、
白
合
の
葉
の
部
分
は
用
い
な
い
。
ま
し
て
、
盗
葉
な
ど
用
い
る
こ
と
が
で
き

よ
う
も
の
か
。）」

第
一
七
五
条

【
原
文
】

物
固
不
可
以
容
僞
、
况
飲
食
之
物
尤
不
可
也
。
故
茶
有
入
他
草
〈
葉
〉
者
、
建
人
號
爲

入
雜
。
銙
列
入
柿
葉
、
常
品
入
桴
檻
葉
。
二

易
致
、
又
滋
色
澤
、
園
民
欺
售
直
而
爲

之
。
試
時
無
粟
紋
甘
香
、
盞
面
浮
散
、
隱
如
微
毛
、
或
星
星
如
纖
絮
者
、
入
雜
之
病
也
。

善
茶
品
者
、
側
盞
視
之
、
所
入
之
多
寡
、
從
可
知
矣
。
嚮
上
下
品
有
之
、
近
雖
銙
列
、
亦

或
勾
使
。

【
和
訳
】

『
品
茶
要
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
ど
の
よ
う
な
物
で
あ
れ
、
偽
物
の
存
在
は

許
さ
れ
な
い
。
ま
し
て
、
飲
食
に
供
す
る
物
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
茶
に
他

の
植
物
の
葉
を
混
入
す
る
こ
と
を
、
建
安
（
現
在
の
福
建
省
建
瓯
市
）
の
人
々
は
「
入
雑
」

と
い
う
。
上
等
な
茶
に
は
柿
の
葉
を
混
ぜ
、
並
の
茶
に
は
「
桴
檻
」
の
葉
を
混
ぜ
る
。
ど

ち
ら
の
葉
も
入
手
し
や
す
く
、
茶
の
色
つ
や
が
よ
く
な
る
の
で
、
茶
園
の
農
夫
は
売
値
を

釣
り
上
げ
る
た
め
に
混
ぜ
る
。
試
飲
す
る
時
、
茶
に
粟
の
よ
う
な
泡
や
清
ら
か
な
香
味
が

な
く
、
全
体
の
色
あ
い
が
不
均
一
で
、
う
っ
す
ら
と
細
い
毛
が
あ
る
よ
う
に
見
え
た
り
、

ぽ
つ
ぽ
つ
と
綿
毛
が
あ
っ
た
り
す
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
入
雑
が
原
因
で
あ
る
。
茶
の

品
質
を
見
分
け
る
の
が
得
意
な
者
は
、
茶
碗
を
傾
け
て
茶
を
観
察
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と

で
、
茶
以
外
の
葉
が
ど
の
く
ら
い
混
入
し
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
入
雑
は
以
前
か
ら
ど
の

等
級
の
茶
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
近
頃
で
は
上
等
な
茶
で
も
騙
そ
う
と
し
て
行
わ
れ

る
。」

第
一
七
六
条

【
原
文
】

萬
花
谷
、
龍
焙
泉
〘
在
建
安
城
東
鳯
凰
山
〙、
一
名
〈
即
〉
御
泉
。
北
苑
造
貢
茶
、
社

前
芽
細
如
針
、
用
此
水
研
造
、
每
片
計
工
直
錢
四
萬
〈
四
萬
錢
〉。
分
試
、
其
色
如
乳
、

乃
最
精
也
。

【
和
訳
】

南
宋
の
時
の
類
書
『
錦
繍
万
花
谷
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
龍
焙
泉
は
建
安
の
町

の
東
、
鳳
凰
山
に
あ
り
、「
御
泉
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
北
苑
で
は
献
上
茶
を
製
造
す
る
際
、

春
分
の
後
、
五
番
目
の
戌
の
日
で
あ
る
春
社
の
前
に
摘
ま
れ
る
、
針
ほ
ど
細
い
茶
芽
に
龍

焙
泉
の
水
を
加
え
て
磨
り
潰
す
。
こ
の
茶
一
片
当
た
り
の
工
賃
は
合
計
で
四
万
銭
に
な

る
。
点
て
た
時
の
色
が
乳
汁
の
よ
う
で
あ
り
、
最
も
上
等
な
茶
で
あ
る
。」

―　　（　　）―
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第
一
七
八
条

【
原
文
】

文
獻
通
考
、
宋
人
造
茶
有
二
類
、
曰
片
、
曰
散
。
片
者
、
卽
龍
團
。
舊
法
、
散
者
則
不

蒸
而
乾
之
、
如
今
時
之
茶
也
。
始
知
南
渡
之
後
茶
、
漸
以
不
蒸
爲
貴
矣
。

【
和
訳
】

南
宋
末
か
ら
元
初
の
馬
端
臨
『
文
献
通
考
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
宋
の
時
の
製

茶
法
は
二
種
類
あ
り
、
一
つ
は
「
片
」、
も
う
一
つ
は
「
散
」
と
い
っ
た
。
片
と
は
、
献

上
茶
「
龍
団
」
の
製
法
で
あ
る
。
昔
の
製
法
で
は
、
散
と
は
蒸
さ
ず
に
焙
じ
て
乾
燥
さ
せ

る
こ
と
で
あ
り
、
今
の
製
法
に
似
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宋
が
南
渡
し
た
後
は
、
蒸

さ
な
い
製
法
を
貴
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。」

第
一
七
九
条

【
原
文
】

學
林
新
編
、
茶
之
佳
者
、
造
在
社
前
。
其
次
火
前
、
謂
寒
食
前
也
。
其
下
則
雨
前
、
謂

榖
雨
前
也
。
唐
僧
齊
巳
〈
己
〉
詩
曰
、
高
人
愛
惜
藏
巖
裏
、
白
甀
封
題
寄
火
前
。
其
言
火

前
、
蓋
未
知
社
前
之
爲
佳
也
。
唐
人
於
茶
、
雖
有
陸
羽
茶
經
而
持
論
未
精
、
至
本
朝
蔡
君

謨
茶
錄
、
則
持
論
精
矣
。

【
和
訳
】

北
宋
末
か
ら
南
宋
初
の
王
観
国
『
学
林
新
編
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
良
質
な
茶

は
「
春
社
」（
立
春
の
後
、
五
番
目
の
戊
の
日
）
の
前
に
造
ら
れ
る
。
そ
れ
に
次
ぐ
等
級

の
茶
は
「
火
前
」、
つ
ま
り
寒
食
節
の
前
に
造
ら
れ
る
。
さ
ら
に
下
の
等
級
の
茶
は
「
雨

前
」、
つ
ま
り
穀
雨
の
前
に
作
ら
れ
る
。
唐
代
の
僧
・
斉
己
の
詩
に
「
高
人
愛
惜
し
て
巌

裏
に
蔵
し
、
白
甀
封
題
し
て
火
前
に
寄
す
（
隠
士
は
茶
を
大
事
に
し
て
洞
窟
に
貯
蔵
し
、

白
い
か
め
に
茶
を
入
れ
封
印
し
て
火
前
に
贈
る
）」
と
あ
る
。
こ
の
詩
に
火
前
と
い
う
の

は
、
当
時
、
春
社
よ
り
前
に
摘
ん
だ
茶
が
良
質
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
唐
代
に
は
陸
羽
が
『
茶
経
』
を
著
し
た
と
は
い
え
、
人
々
の
間
で
は
茶
に
対
す
る

見
解
や
理
論
が
ま
だ
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
。
本
朝
の
蔡
襄
が
『
茶
録
』
を
著
す
こ
と
で

成
熟
し
た
の
で
あ
る
。」

第
一
八
〇
条

【
原
文
】

苕
溪
詩
話
、
北
苑
、
官
焙
也
。
漕
司
歲
貢
爲
上
。
壑
源
、
私
焙
也
、
土
人
亦
〘
以
〙
入

貢
爲
次
。
二
焙
相
去
三
四
里
間
。
若
沙
溪
、
外
焙
也
、
與
二
焙
絶
遠
、
爲
下
。
故
魯
直

詩
、
莫
〈
勿
〉
遣
沙
溪
來
亂
眞
、
是
也
。
官
焙
造
茶
、
𡮢
〈
常
〉
在
驚
蟄
後
〔
一
二
日
〕。

【
和
訳
】

南
宋
の
胡
仔
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
北
苑
は
官
営
の
製
茶
場

で
あ
る
。
毎
年
、
転
運
司
が
宮
廷
に
献
上
す
る
北
苑
の
茶
は
、
最
上
級
の
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
壑
源
は
民
営
の
製
茶
場
で
あ
る
。
当
地
の
人
々
も
茶
を
献
上
す
る
が
、
品
質
は
北

苑
に
比
べ
て
や
や
劣
る
。
北
苑
と
壑
源
は
三
、
四
里
ほ
ど
離
れ
て
い
る
。
沙
溪
は
「
外

焙
」
と
呼
ば
れ
る
民
営
の
製
茶
場
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
北
苑
や
壑
源
か
ら
遠
く
隔
た
っ
た

場
所
に
あ
り
、
そ
の
茶
の
品
質
は
さ
ら
に
劣
る
。
黃
庭
堅
（
字
は
魯
直
）
の
「
王
烟
の
茶

を
恵
む
に
謝
す
」
詩
に
あ
る
「
沙
渓
を
し
て
真
を
乱
し
来
る
莫
か
れ
（
沙
渓
の
茶
を
良
質

な
茶
で
あ
る
と
ご
ま
か
し
て
は
な
ら
な
い
）」
と
は
、
沙
渓
茶
の
品
質
の
悪
さ
を
表
し
て

い
る
。
官
営
の
製
茶
場
で
は
、
通
常
啓
蟄
か
ら
一
、
二
日
後
に
製
茶
を
始
め
て
い
た
。」

第
一
八
一
条

【
原
文
】

朱
翌
猗
覺
寮
〔
雜
〕
記
、
唐
造
茶
與
今
不
同
、
今
採
茶
者
得
芽
卽
蒸
熟
焙
乾
、
唐
則
旋

摘
旋
炒
。
劉
夢
得
試
茶
歌
、
自
傍
芳
叢
摘
鷹
嘴
、
斯
須
炒
成
滿
室
香
。
又
云
、
陽
崖
隂
嶺
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各
不
同
〈
殊
氣
〉、
未
若
竹
下
莓
苔
地
。
竹
間
茶
最
佳
。

【
和
訳
】

北
宋
末
か
ら
南
宋
初
の
朱
翌
『
猗
覚
寮
雑
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
唐
代
の
製

茶
法
は
、
今
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
現
在
、
農
夫
は
摘
ん
だ
茶
芽
を
す
ぐ
に
よ
く
蒸
し
、

そ
れ
か
ら
焙
じ
て
乾
燥
さ
せ
る
。
し
か
し
、
唐
代
で
は
摘
ん
だ
は
し
か
ら
炒
っ
て
い
た
。

劉
禹
錫
（
字
は
夢
得
）
の
「
西
山
蘭
若
の
試
茶
歌
」
に
「
自
ら
芳
叢
に
傍
う
て
鷹
嘴
を

摘
む
、
斯
須
に
し
て
炒
り
成
り
て
満
室
香
ば
し
（
自
ら
茶
樹
に
寄
り
添
っ
て
茶
芽
を
摘

む
、
こ
れ
を
炒
る
と
す
ぐ
さ
ま
部
屋
に
茶
の
香
り
が
満
ち
る
）」
と
あ
る
の
は
、
茶
を
炒

め
る
様
子
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
陽
崖
陰
嶺
各
お
の
気
を
殊
と
す
る
も
、
未

だ
竹
下
莓
苔
の
地
に
若
か
ず
（
山
の
崖
は
日
が
差
す
か
差
さ
な
い
か
で
生
命
を
育
く
む
気

が
異
な
る
が
、
茶
葉
の
生
育
に
は
苔
む
し
た
竹
林
が
良
い
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
竹
林
に

あ
る
茶
樹
か
ら
摘
ま
れ
た
葉
は
最
も
質
が
良
い
。」

第
一
八
二
条

【
原
文
】

武
夷
志
、
通
仙
井
、
在
御
茶
園
、
水
極
甘
冽
。
每
當
造
茶
之
候
、
則
井
自
溢
、
以
供
取

用
。【

和
訳
】

『
武
夷
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
通
仙
井
は
皇
室
の
茶
園
の
中
に
あ
る
。
そ
の
水

は
極
め
て
口
あ
た
り
が
良
く
清
ら
か
で
あ
る
。
毎
年
、
製
茶
の
時
期
に
は
自
然
と
水
が
満

ち
溢
れ
る
の
で
、
汲
ん
で
製
茶
に
用
い
ら
れ
る
。」

第
一
八
三
条

【
原
文
】

金
史
、
泰
和
五
年
春
、
罷
造
茶
之
防
〈
坊
〉。

【
和
訳
】

元
の
脱
脱
等
『
金
史
』
に
は
「
泰
和
五
年
（
一
二
〇
五
）
の
春
、
官
営
の
製
茶
場
を
廃

止
し
た
」
と
あ
る
。

第
一
八
四
条

【
原
文
】

張
源
茶
錄
、
茶
之
妙
在
乎
始
造
之
精
、
藏
之
得
法
、
㸃
〈
泡
〉
之
得
宜
、
優
劣
定
於
始

鐺
〈
鍋
〉、
淸
濁
係
乎
末
火
。

【
和
訳
】

明
の
張
源
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
の
妙
処
は
精
緻
を
尽
く
し
た
製
茶

法
に
始
ま
り
、
正
し
い
方
法
で
貯
蔵
し
、
適
切
な
方
法
で
茶
を
点
じ
る
こ
と
に
あ
る
。
茶

の
優
劣
は
釜
で
炒
る
時
に
決
ま
り
、
茶
の
清
濁
は
製
茶
工
程
の
終
わ
り
で
焙
じ
る
際
の
火

加
減
に
か
か
っ
て
い
る
。」

第
一
八
五
条

【
原
文
】

火
烈
香
淸
、
鐺
〈
鍋
〉
寒
神
倦
、
火
烈
〈
猛
〉
生
焦
、
柴
疎
失
翠
。
久
延
則
過
熟
、
速

起
却
還
生
。
熟
則
犯
黃
、
生
則
著
黑
。
帶
白
㸃
者
無
妨
、
絶
焦
㸃
者
最
勝
。

【
和
訳
】

『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
葉
を
炒
る
時
に
火
力
が
強
い
と
、
香
り
が
淡
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く
清
々
し
く
な
る
。
し
か
し
、
炒
り
始
め
の
釜
は
冷
た
く
、
こ
の
時
に
炒
る
と
香
り
が
劣

る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
火
力
が
強
過
ぎ
る
と
茶
葉
に
焦
げ
臭
さ
が
生
じ
、
薪
が
少
な
く

火
力
が
弱
い
と
美
し
い
青
緑
の
色
あ
い
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
炒
っ
た
後
、
茶
葉
を
釜
に

長
時
間
入
れ
た
ま
ま
に
す
る
と
熱
が
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
、
釜
か
ら
出
す
の
が
早
す
ぎ
る

と
熱
が
通
り
き
ら
な
い
。
熱
が
通
り
過
ぎ
る
と
茶
葉
は
黃
に
変
色
し
、
熱
が
通
り
き
ら
な

い
と
黒
み
を
帯
び
る
。
炒
っ
た
後
、
白
い
点
を
生
じ
て
も
問
題
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
焦

げ
た
箇
所
が
全
く
な
い
茶
葉
は
品
質
が
最
も
勝
れ
て
い
る
。」

第
一
八
六
条

【
原
文
】

藏
茶
、
切
勿
臨
風
近
火
。
臨
風
易
冷
、
近
火
先
黃
。
＊

其
置
頓
之
所
、
須
在
時
時
坐
卧

之
處
、
逼
近
人
氣
、
則
常
溫
而
不
寒
。
必
須
〈
在
〉
板
房
、
不
宜
土
室
。
板
房
溫
〈
則
〉

燥
、
土
室
潮
〈
則
〉
蒸
。
又
要
透
風
、
勿
置
幽
隱
之
處
。
不
惟
易
生
溼
潤
〈
尤
易
蒸
溼
〉、

兼
恐
有
失
檢
㸃
。

＊
「
其
置
頓
之
所
」
以
下
は
明
の
許
次
紓
『
茶
疏
』
か
ら
の
引
用
。

【
和
訳
】

『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
葉
を
貯
蔵
す
る
際
、
風
の
当
た
る
場
所
や
火

気
の
近
く
に
置
い
て
は
い
け
な
い
。
風
の
当
た
る
場
所
は
茶
葉
が
冷
え
て
し
ま
い
、
火
気

の
近
く
は
黃
ば
ん
で
し
ま
う
。
置
く
場
所
は
、
人
が
常
に
寝
起
き
す
る
と
こ
ろ
に
す
る
。

人
の
気
に
近
い
場
所
は
、
常
に
一
定
の
温
度
を
保
ち
寒
く
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
木
造
の
部
屋
と
し
、
土
を
突
き
固
め
た
部
屋
は
適
さ
な
い
。
木
造
の
部
屋
は
暖
か
く

茶
葉
は
乾
燥
す
る
が
、
土
の
部
屋
は
湿
気
が
多
く
茶
葉
が
し
け
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、

風
通
り
が
良
い
必
要
が
あ
り
、
人
の
気
の
な
い
奥
深
い
所
に
し
ま
い
込
ん
で
は
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
所
は
湿
気
が
生
じ
や
す
い
ば
か
り
か
、
数
量
点
検
の
際
に
誤
り
が
生
じ

る
恐
れ
が
あ
る
。」

第
一
八
七
条

【
原
文
】

謝
肇
淛
五
雜
組
、
古
人
造
茶
、
多
舂
令
細
末
而
蒸
之
、
唐
詩
家
〈
山
〉
僮
隔
竹
敲
茶
臼

是
也
。
至
宋
始
用
碾
、
若
揉
而
焙
之
、
則
〈
自
〉
本
朝
始
也
。
但
揉
者
恐
不
及
細
末
之
耐

藏
耳
。【

和
訳
】

明
の
謝
肇
淛
『
五
雑
組
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
昔
の
人
々
は
製
茶
の
時
、
茶
葉

を
何
度
も
臼
で
つ
き
、
粉
末
に
し
て
か
ら
蒸
し
た
。
唐
の
柳
宗
元
「
夏
昼
偶
作
」
詩
に

「
山
僮　

竹
を
隔
て
て
茶
臼
を
敲
く
（
山
に
住
む
子
供
は
、
竹
や
ぶ
の
向
こ
う
で
茶
臼
を

つ
い
て
い
る
）」
と
あ
る
の
は
、
当
時
の
製
茶
の
情
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
宋
代
に

な
る
と
茶
碾
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
手
で
揉
ん
で
か
ら
焙
じ
る
方
法
は
、
本
朝
か
ら

始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
貯
蔵
に
つ
い
て
言
え
ば
、
揉
ん
だ
茶
葉
は
粉
末
ほ
ど
長

持
ち
し
な
い
だ
ろ
う
。」

第
一
八
八
条

【
原
文
】

今
造
團
之
法
皆
不
傳
、
而
建
茶
之
品
亦
遠
出
吳
會
諸
品
〔
之
〕
下
。
其
武
夷
、
淸
源
二

種
雖
與
上
國
爭
衡
、
而
所
産
不
多
、
十
九
贗
〈
饞
〉
鼎
、
故
遂
令
聲
價
靡
復
不
振
。

【
和
訳
】

『
五
雑
組
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
現
在
、
宋
代
に
行
わ
れ
た
団
茶
の
製
法
は
伝

わ
っ
て
お
ら
ず
、
当
時
も
て
は
や
さ
れ
た
福
建
茶
の
品
質
も
、
江
蘇
や
浙
江
一
帯
で
摘
ま

れ
る
各
種
の
茶
に
比
べ
て
遥
か
に
劣
る
。
し
か
し
、
福
建
茶
の
な
か
で
も
、
武
夷
と
清
源

の
茶
の
品
質
は
江
蘇
、
浙
江
の
茶
と
甲
乙
つ
け
が
た
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
生
産
量
が
少

な
く
、
九
割
方
は
偽
物
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
福
建
茶
の
評
判
が
か
つ
て
の
よ
う
に
高
ま
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る
こ
と
は
な
か
っ
た
。」

第
一
八
九
条

【
原
文
】

閩
〘
之
〙
方
山
、
太
姥
、
支
提
俱
産
佳
茗
、
而
製
造
不
如
法
、
故
名
不
出
里
閈
。
予
𡮢

過
松
蘿
、
遇
一
製
茶
僧
、
詢
其
法
、
曰
、
茶
之
香
原
不
甚
相
遠
、
惟
焙
之
者
火
候
極
難
調

耳
。
茶

尖
者
太
嫩
而
蔕
多
老
、
至
火
候
匀
時
、
尖
者
已
焦
而
蔕
尚
未
熟
、
二
者
雜
之
、

茶
安
得
佳
。
製
松
蘿
者
〈
松
蘿
茶
製
者
〉、
每

皆
剪
去
其
尖
蔕
、
但
留
中
段
、
故
茶
皆

一
色
而
工
〈
功
〉
力
煩
矣
、
宜
其
價
之
高
也
。
閩
人
急
於
售
利
、
每
觔
不
過
百
錢
、
安
得

費
工
如
許
。
若
〈
即
〉
價
〔
稍
〕
高
、
卽
〈
亦
〉
無
市
者
矣
、
故
近
來
建
茶
所
以
不
振
也
。

【
和
訳
】

『
五
雑
組
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
福
建
の
閩
山
、
方
山
、
太
姥
山
、
支
提
山
は

良
質
な
茶
を
産
す
る
が
、
正
し
い
製
法
を
踏
ま
え
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
そ
の
評
判
が

他
の
地
域
に
広
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
か
つ
て
松
蘿
山
（
現
在
の
安
徽
省
黄
山
市
に

あ
る
山
）
を
訪
ね
、
茶
を
造
る
僧
に
出
会
い
、
そ
の
方
法
を
尋
ね
て
み
た
。
す
る
と
、
僧

は
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
茶
葉
の
香
り
は
、
本
来
、
ど
の
地
域
の
も
の
で
も
大
し
た
差

は
な
い
。
た
だ
、
焙
じ
る
時
の
火
加
減
を
調
整
す
る
の
が
極
め
て
難
し
い
。
茶
葉
の
先
端

が
非
常
に
柔
ら
か
い
の
に
包
葉
が
成
長
し
て
い
る
と
、
均
等
に
熱
が
通
る
よ
う
火
加
減
を

調
整
し
て
も
、
先
端
は
焦
げ
て
し
ま
い
、
包
葉
に
は
火
が
通
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
葉
と

包
葉
が
混
じ
っ
て
い
る
と
、
良
質
な
茶
に
な
る
わ
け
が
な
い
」
と
。
松
蘿
茶
の
製
法
は
、

す
べ
て
の
茶
葉
の
先
端
と
包
葉
と
を
切
り
取
り
、
中
間
だ
け
を
残
す
。
こ
う
す
る
と
、
焙

じ
た
茶
葉
は
ど
れ
も
同
じ
品
質
に
な
る
け
れ
ど
も
、
手
間
と
労
力
が
か
か
り
、
当
然
そ
の

分
価
格
も
高
く
な
る
。
福
建
の
人
は
利
益
を
得
る
の
を
急
ぐ
あ
ま
り
大
量
の
茶
葉
を
売
り

出
す
の
で
、
一
斤
当
た
り
の
価
格
は
百
銭
に
も
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
先

に
述
べ
た
よ
う
な
手
間
ひ
ま
な
ど
か
け
て
い
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
価
格
を
引

き
上
げ
る
と
、
買
う
者
が
い
な
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
近
頃
の
福
建
茶
は
振
る
わ
な
い
の

で
あ
る
。」

第
一
九
〇
条

【
原
文
】

羅
廩
茶
解
、
採
茶
製
茶
、
最
忌
手
汗
體
膻
〈
羝
氣
〉、
口
臭
多
涕
不
潔
之
人
及
月
信
婦

人
。
更
〈
最
〉
忌
酒
氣
、
蓋
茶
酒
性
不
相
入
、
故
採
茶
製
茶
切
忌
沾
醉
。

【
和
訳
】

明
の
羅
廩
『
茶
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
摘
み
や
製
茶
の
作
業
で
は
、
手
の

汗
や
体
臭
、
口
臭
、
鼻
水
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
不
潔
な
人
、
そ
し
て
月
経
中
の
女
性

を
最
も
忌
む
。
さ
ら
に
忌
み
嫌
わ
れ
る
の
は
酒
気
で
あ
る
。
思
う
に
茶
と
酒
の
性
質
が
互

い
に
相
容
れ
な
い
の
で
、
茶
摘
み
や
製
茶
の
作
業
に
お
い
て
飲
酒
や
酩
酊
は
禁
物
な
の
だ

ろ
う
。」

第
一
九
一
条

【
原
文
】

茶
性
淫
、
易
於
染
着
、
無
論
腥
穢
及
有
氣
息
之
物
、
不
宜
近
〈
不
得
與
之
近
〉。
卽
名

香
、
亦
不
宜
近
〈
相
雜
〉。

【
和
訳
】

『
茶
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
葉
の
性
質
は
何
で
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

の
で
、
他
の
も
の
と
馴
染
み
や
す
い
。
こ
の
た
め
、
汚
れ
た
物
や
臭
気
の
あ
る
物
を
近
づ

け
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
名
の
あ
る
高
価
な
香
で
あ
っ
て
も
近
づ
け
て
は
な
ら
な
い
。」

―　　（　　）―
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第
一
九
二
条

【
原
文
】

許
次
杼
茶
疏
、
岕
茶
〈
岕
中
之
人
〉
非
夏
前
不
摘
、
初
試
摘
者
謂
之
開
園
、
采
自
正
夏

謂
之
春
茶
。
其
地
稍
寒
、
故
須
待
時
〈
夏
〉。
此
又
不
當
以
太
遲
病
之
。
徃
時
〈
日
〉
無

〔
有
于
〕
秋
日
摘
〔
茶
〕
者
、
近
乃
有
之
。
〔
秋
〕
七
八
月
重
摘
一
番
、
謂
之
早
春
、
其
品

甚
佳
、
不
嫌
少
薄
。
他
山
射
利
、
多
摘
梅
茶
、〘
以
梅
雨
時
采
、
故
名
。〙
梅
茶
苦
澀
〈
澀

苦
〉、〔
止
堪
作
下
食
、〕
且
傷
秋
摘
、
佳
産
戒
之
。

【
和
訳
】

明
の
許
次
杼
『
茶
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
羅
岕
（
現
在
の
浙
江
省
湖
州
市
長

興
県
羅
岕
村
）
の
茶
は
、
立
夏
の
前
か
ら
し
か
摘
ま
な
い
。
毎
年
最
初
に
試
し
摘
み
す
る

こ
と
を
「
開
園
」
と
い
い
、
ち
ょ
う
ど
立
夏
の
頃
に
摘
ん
だ
茶
葉
を
「
春
茶
」
と
い
う
。

こ
の
地
域
は
や
や
寒
い
の
で
、
立
夏
の
時
期
ま
で
待
っ
て
か
ら
摘
ま
な
い
と
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
摘
む
時
期
が
遅
い
と
批
判
す
る
の
は
当
た
ら
な

い
。
昔
は
秋
に
茶
葉
を
摘
む
者
な
ど
い
な
か
っ
た
が
、
近
頃
で
は
摘
む
者
も
い
る
。
秋

の
七
、
八
月
に
も
う
一
度
摘
ん
だ
茶
葉
を
「
早
春
」
と
い
う
。
早
春
は
品
質
が
と
て
も
良

く
、
風
味
が
や
や
淡
い
も
気
に
な
ら
な
い
。
他
の
山
の
茶
園
で
は
、
利
益
を
得
よ
う
と
多

く
の
者
が
梅
茶
を
摘
む
。
梅
茶
は
梅
雨
の
時
期
に
摘
む
の
で
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。

こ
の
茶
は
苦
く
て
渋
い
上
、
梅
雨
の
時
期
に
摘
む
た
め
に
、
秋
に
摘
む
は
ず
の
茶
葉
が
少

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
品
質
の
良
い
茶
を
生
産
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
梅
雨
の
時
期
の

茶
摘
み
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

第
一
九
三
条

【
原
文
】

茶
初
摘
時
〈
生
茶
初
摘
〉、
香
氣
未
透
、
必
借
火
力
以
發
其
香
。
然
茶
性
不
耐
勞
、
炒

不
宜
久
。
多
取
入
鐺
、
則
手
力
不
匀
、
久
於
鐺
中
、
過
熟
而
香
散
矣
。
炒
茶
之
鐺
〈
器
〉、

最
忌
新
鐵
。
須
預
取
一
鐺
、
以
備
炒
、
毋
〈
無
〉
得
别
作
他
用
。〘
一
説
惟
常
煑
飯
者
佳
、

旣
無
鐵
鍟
、
亦
無
脂
膩
。〙
炒
茶
之
薪
、
僅
可
樹
枝
、
勿
〈
不
〉
用
榦

。
榦
則
火
力
猛

熾
、

則
易
焰
易
滅
。
鐺
必
磨
〘
洗
〙
瑩
〘
潔
〙、
旋
〘
摘
旋
〙
炒
、
一
鐺
之
內
、
僅
可

〈
容
〉
四
兩
。
先
用
文
火
炒
〈
焙
〉
軟
、
次
加
武
火
催
之
。
手
加
木
指
、
急
急
鈔
〈
炒
〉
轉
、

以
半
熟
爲
度
、
微
俟
香
發
、
是
其
候
也
〈
矣
〉。

【
和
訳
】

『
茶
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
摘
み
た
て
の
茶
葉
は
、
ま
だ
香
り
を
十
分
に
発

し
て
い
な
い
た
め
、
火
の
力
で
引
き
出
す
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
茶
葉
の
性
質
は
繊
細

で
過
度
の
加
工
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
の
で
、
長
時
間
炒
る
の
も
い
け
な
い
。
も
し
、
一
度

に
多
く
の
茶
葉
を
釜
に
入
れ
て
し
ま
う
と
、
茶
葉
を
揉
む
手
の
力
が
均
等
に
な
ら
な
い
。

ま
た
、
釜
に
長
時
間
入
れ
て
お
く
と
、
熱
が
通
り
す
ぎ
て
香
り
が
飛
ん
で
し
ま
う
。
茶
葉

を
炒
る
鉄
の
釜
は
、
新
品
を
用
い
る
の
は
禁
物
で
あ
る
。
ま
ず
、
あ
ら
か
じ
め
釜
を
準
備

し
、
こ
れ
を
茶
葉
専
用
と
し
て
、
他
の
用
途
に
用
い
て
は
い
け
な
い
。
一
説
に
よ
る
と
、

常
に
米
の
み
を
炊
い
て
い
る
釜
は
、
鉄
の
臭
い
が
な
く
、
油
分
も
な
い
の
で
良
い
と
い

う
。
炒
る
時
の
薪
は
、
木
の
枝
の
み
を
く
べ
て
、
幹
や
葉
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
幹
は

火
力
が
強
す
ぎ
、
葉
は
燃
え
や
す
く
、
す
ぐ
に
燃
え
尽
き
る
の
で
火
力
が
安
定
し
な
い
。

釜
は
し
っ
か
り
と
洗
い
磨
い
て
清
潔
に
し
て
お
き
、
茶
葉
は
摘
ん
だ
は
し
か
ら
炒
る
。
一

つ
の
釜
に
投
入
す
る
茶
葉
の
分
量
は
四
両
が
よ
い
。
ま
ず
茶
葉
を
弱
火
で
炒
っ
て
柔
ら
か

く
し
、
次
い
で
強
火
で
炒
っ
て
さ
ら
に
柔
ら
か
く
す
る
。
こ
の
時
、
指
に
木
製
の
指
あ
て

を
つ
け
て
、
半
分
程
度
ま
で
熱
が
通
る
の
を
目
処
に
手
速
く
か
き
混
ぜ
る
。
少
し
待
っ
て

香
り
が
立
っ
て
き
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
頃
合
い
で
あ
る
。」

第
一
九
四
条

【
原
文
】

淸
明
太
早
、
立
夏
太
遲
、
榖
雨
前
後
、
其
時
適
中
。
若
〔
肯
〕
再
遲
一
二
日
、〔
期
〕

―　　（　　）―
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待
其
氣
力
完
足
、
香
烈
尤
倍
、
易
於
收
藏
。

【
和
訳
】

『
茶
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
葉
を
摘
む
時
期
は
、
清
明
節
の
頃
で
は
早
す

ぎ
、
立
夏
の
頃
で
は
遅
す
ぎ
、
榖
雨
の
前
後
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
。
摘
む
日
を
さ
ら
に
一
、

二
日
遅
ら
せ
る
と
、
茶
葉
に
気
が
満
ち
溢
れ
、
香
り
が
倍
増
し
て
、
貯
蔵
も
容
易
に
な

る
。」

第
一
九
五
条

【
原
文
】

〘
藏
茶
於
庋
閣
〙、
其
〔
閣
庋
之
〕
方
宜
塼
底
數
層
、
四
圍
磚
砌
、
形
若
火
爐
、
愈
大
愈

善
、
勿
近
土
牆
、
頓
甕
其
上
。
隨
時
取
竈
下
火
灰
、
候
冷
簇
於
甕
傍
、
半
尺
以
外
、
仍
隨

時
取
火
灰
簇
之
、
令
裏
灰
常
燥
、〔
一
〕
以
避
風
〔
一
以
避
〕
濕
。
却
忌
火
氣
入
甕
、
蓋

〈
則
〉
能
黃
茶
〘
耳
〙。
日
用
所
須
〈
需
〉、
貯
〘
於
〙
小
磁
瓶
〈
小
罌
〉
中
〘
者
〙、〘
亦

當
〙
箬
包
苧
紥
、〔
亦
〕
勿
〘
令
〙
見
風
、〘
且
〙
宜
〔
即
〕
置
于
〈
之
〉
案
頭
、
勿
〘
近

有
氣
味
之
物
。
亦
不
可
用
紙
包
、
蓋
〙
茶
性
畏
紙
。
紙
成
於
水
中
、
受
水
氣
多
也
。
紙
裏

一
夕
、〘
旣
〙
隨
紙
作
氣
〘
而
茶
味
〙
盡
矣
。
雖
再
焙
之
〈
火
中
焙
出
〉、
少
頃
卽
潤
、
鴈

宕
諸
山
〘
之
茶
〙、
首
坐
此
病
。
〔
每
以
〕
紙
帖
貽
〈
寄
〉
遠
、
安
得
復
佳
。

【
和
訳
】

『
茶
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
を
高
所
に
貯
蔵
す
る
場
合
、
部
屋
の
一
角
の

床
に
レ
ン
ガ
を
数
層
重
ね
て
敷
き
、
そ
の
四
方
に
も
レ
ン
ガ
を
積
み
、
隙
間
を
漆
喰
で
固

め
る
。
こ
う
し
て
暖
炉
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
る
。
こ
れ
は
大
き
い
ほ
ど
良
い
が
、
土
壁

の
近
く
に
作
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
上
に
茶
を
入
れ
た
か
め
を
置
く
。
そ
し
て
、
か
ま

ど
の
熱
灰
を
常
々
取
り
出
し
、
冷
め
た
ら
、
灰
を
か
ぶ
せ
て
か
め
の
周
り
を
覆
う
。
か
め

の
周
囲
半
尺
よ
り
外
に
も
、
同
じ
よ
う
に
熱
灰
を
か
ぶ
せ
る
。
こ
う
し
て
、
内
側
の
灰

が
常
に
乾
燥
す
る
よ
う
に
し
、
風
や
湿
気
を
防
ぐ
。
だ
が
、
火
の
気
が
か
め
に
入
る
の

は
避
け
る
。
こ
れ
は
、
茶
が
黃
色
に
変
色
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
ろ
う
。
日
頃
飲
用
す
る
茶

は
、
磁
器
の
小
さ
な
か
め
に
保
存
す
る
が
、
こ
れ
も
箬
竹
の
葉
で
包
ん
で
苧
麻
の
紐
で
縛

る
こ
と
で
、
風
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
う
す
る
と
、
机
上
に
置
く
の
に
都
合
が

よ
い
。
た
だ
、
臭
気
の
あ
る
物
を
近
づ
け
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
茶
を
紙
で
包
ん
で
は

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
茶
の
性
質
が
紙
の
影
響
を
受
け
や
す
い
か
ら
だ
ろ
う
。
紙
は
水
の

な
か
で
造
ら
れ
る
の
で
、
多
く
の
水
の
気
を
含
ん
で
い
る
。
紙
で
包
み
一
晩
た
つ
と
、
紙

が
水
の
気
を
発
し
て
、
茶
の
風
味
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
こ
う
な
る
と
、
茶
を
も
う
一
度

焙
じ
乾
燥
さ
せ
て
も
、
す
ぐ
に
湿
気
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
浙
江
の
雁
蕩
山
の
山
々
に

産
す
る
茶
は
、
こ
の
現
象
を
生
じ
や
す
い
。
紙
で
茶
を
包
ん
で
遠
方
へ
贈
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
も
は
や
良
い
茶
を
味
わ
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

第
一
九
六
条

【
原
文
】

茶
之
味
淸
而
性
易
移
、
藏
法
喜
溫
燥
而
惡
冷
溼
、
喜
淸
凉
而
惡
鬱
蒸
、
宜
淸
觸
而
忌
香

惹
。
藏
用
火
焙
、
不
可
日
曬
。
世
人
多
用
竹
器
貯
茶
、
雖
加
篛
擁
〈
多
用
箬
〉
䕶
、
然
篛

性
峭
勁
、
不
甚
伏
帖
、
風
溼
易
侵
。〘
至
於
〙
地
爐
中
頓
放
、
萬
萬
不
可
。
人
有
以
竹
器

盛
茶
、
置
被
籠
中
、
用
火
卽
黃
、
除
火
卽
潤
、
忌
之
忌
之
。

【
和
訳
】

『
茶
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
の
風
味
は
清
ら
か
だ
が
、
そ
の
性
質
は
変
化

し
や
す
い
。
こ
の
た
め
、
茶
の
貯
蔵
は
乾
燥
し
て
い
る
環
境
が
良
く
、
湿
気
が
あ
る
環
境

は
良
く
な
い
。
ま
た
、
涼
し
い
環
境
が
良
く
、
蒸
し
暑
い
環
境
は
良
く
な
い
。
清
潔
な
も

の
を
近
づ
け
る
の
は
良
い
が
、
香
気
を
放
つ
も
の
を
近
づ
け
て
は
な
ら
な
い
。
茶
を
貯
蔵

す
る
際
は
火
で
焙
じ
て
乾
燥
さ
せ
、
天
日
に
晒
し
て
は
な
ら
な
い
。
世
の
人
々
の
多
く
は

竹
製
の
容
器
に
貯
蔵
す
る
が
、
さ
ら
に
箬
竹
の
葉
を
つ
め
て
茶
を
保
護
し
た
と
し
て
も
、

―　　（　　）―
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箬
竹
の
性
質
は
剛
健
な
の
で
、
変
形
し
て
隙
間
が
で
き
て
し
ま
い
、
風
や
湿
気
が
容
易
に

入
り
込
ん
で
し
ま
う
。
ま
し
て
、
囲
炉
裏
に
置
く
な
ど
、
決
し
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

人
に
よ
っ
て
は
、
竹
製
の
容
器
に
茶
を
入
れ
、
つ
づ
ら
の
中
に
し
ま
う
と
い
う
が
、
こ
う

し
て
貯
蔵
し
た
茶
は
火
で
焙
じ
る
と
黄
色
く
な
り
、
火
か
ら
離
す
と
す
ぐ
に
湿
気
を
帯
び

る
よ
う
に
な
る
。
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る
。」

第
一
九
七
条

【
原
文
】

聞
龍
茶
箋
、〘
𡮢
考
經
言
茶
焙
甚
詳
。〙
愚
謂
今
人
不
必
全
用
此
法
。
予
〔
嘗
〕
構
一
焙

室
、
高
不
踰
尋
、
方
不
及
丈
、
縱
廣
正
等
。
四
圍
及
頂
、
綿
紙
宻
糊
、
無
小
罅
隙
、
置

三
四
火
缸
於
中
。
安
新
竹
篩
於
缸
內
、
預
洗
新
麻
布
一
片
、
以
襯
之
。
散
所
炒
茶
於
篩

上
、
闔
户
而
焙
、
上
面
不
可
覆
蓋
。
以
〈
蓋
〉
茶
葉
尚
潤
、
一
覆
則
氣
悶
罨
黃
、
須
焙

二
三
時
、
俟
潤
氣
〘
旣
〙
盡
、
然
後
覆
以
竹
箕
、
焙
極
乾
、
出
缸
待
冷
、
入
器
收
藏
。
後

再
焙
、
亦
用
此
法
、〘
則
〙
香
色
與
味
〘
猶
〙
不
致
大
減
。

【
和
訳
】

明
の
聞
龍
『
茶
箋
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
私
は
か
つ
て
『
茶
経
』
の
内
容
を
調

べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
茶
の
焙
じ
方
を
と
て
も
詳
し
く
説
い
て
い
た
。
し
か
し
、
今
の
人
は

必
ず
し
も
こ
の
方
法
通
り
に
し
な
く
と
も
よ
い
と
思
う
。
私
は
茶
を
焙
じ
る
た
め
の
部
屋

を
一
つ
設
け
た
。
高
さ
は
一
尋
を
超
え
ず
、
周
囲
は
一
丈
に
満
た
ず
、
幅
と
奥
行
き
は
同

じ
長
さ
で
あ
る
。
四
周
の
側
面
と
上
面
に
は
綿
紙
を
し
っ
か
り
と
貼
り
付
け
、
わ
ず
か
な

隙
間
も
無
い
よ
う
に
す
る
。
そ
れ
か
ら
部
屋
の
中
に
火
鉢
を
三
、
四
本
置
く
。
新
し
い
竹

で
作
っ
た
篩
を
火
鉢
の
中
に
据
え
付
け
、
あ
ら
か
じ
め
洗
っ
て
お
い
た
新
し
い
麻
布
を
篩

の
上
に
敷
く
。
そ
し
て
、
炒
っ
た
茶
葉
を
そ
の
上
に
振
り
入
れ
、
部
屋
の
扉
を
閉
じ
て
焙

じ
る
。
こ
の
際
、
篩
の
上
を
覆
っ
て
は
い
け
な
い
。
茶
葉
は
ま
だ
湿
っ
て
い
る
の
で
、
覆

う
と
茶
葉
が
蒸
さ
れ
黃
ば
ん
で
し
ま
う
。
こ
う
し
て
四
時
間
か
ら
六
時
間
ほ
ど
焙
じ
、
水

分
が
完
全
に
飛
ん
だ
ら
、
上
か
ら
竹
の
箕
を
被
せ
る
。
完
全
に
乾
燥
し
た
ら
火
鉢
を
取
り

出
し
、
冷
め
た
ら
容
器
に
入
れ
て
貯
蔵
す
る
。
後
々
再
び
焙
じ
る
際
も
、
以
上
の
方
法
を

行
う
。
こ
う
す
る
と
、
茶
葉
の
色
や
風
味
は
そ
れ
ほ
ど
損
な
わ
れ
な
い
。」

第
一
九
八
条

【
原
文
】

諸
名
茶
法
多
用
炒
、
惟
羅
岕
宜
於
蒸
焙
。
味
眞
藴
藉
、
世
競
珍
之
。
卽
顧
渚
、
陽
羨
宻

邇
洞
山
、
不
復
倣
此
。
想
此
法
偏
宜
於
岕
、
未
可
槩
施
〘
諸
〙
他
茗
也
。
然
〈
而
〉
經
已

云
、
蒸
之
、
焙
之
、
則
所
從
來
遠
矣
。

【
和
訳
】

『
茶
箋
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
様
々
な
銘
茶
の
製
法
は
、
多
く
が
釜
炒
り
で
あ

る
。
し
か
し
、
羅
岕
茶
だ
け
は
蒸
し
て
か
ら
焙
じ
る
の
が
よ
い
。
こ
の
茶
の
味
は
純
粋
で

深
み
が
あ
り
、
世
間
で
珍
重
さ
れ
、
競
っ
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
顧
渚
（
現
在
の
浙
江
省

湖
州
市
長
興
県
顧
渚
村
）
や
陽
羨
（
現
在
の
江
蘇
省
宜
興
市
）
は
羅
岕
茶
を
産
す
る
洞
山

（
現
在
の
浙
江
省
羅
岕
村
に
あ
る
山
）
に
隣
接
し
て
い
る
が
、
羅
岕
茶
の
製
法
に
よ
ら
な

い
。
思
う
に
、
蒸
し
て
焙
じ
る
製
法
は
羅
岕
茶
の
み
に
適
し
て
い
る
の
で
、
他
の
銘
茶
に

お
し
な
べ
て
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
陸
羽
の
『
茶
経
』
に
は
す
で
に
「
茶
を

蒸
し
焙
じ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
製
法
に
は
古
い
由
来
が
あ
る
。」

第
一
九
九
条

【
原
文
】

吳
人
絶
重
岕
茶
、
往
往
雜
以
〔
黃
〕
黑
篛
、
大
是
闕
事
。
余
每
藏
茶
、
必
令
樵
靑
入
山

採
竹
箭
篛
、
拭
淨
烘
乾
、
䕶
罌
四
週
、
半
用
剪
碎
、
拌
入
茶
中
。
經
年
發
覆
、
靑
翠
如

新
。

―　　（　　）―
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【
和
訳
】

『
茶
箋
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
蘇
州
（
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
市
）
の
人
は
羅
岕

茶
を
非
常
に
重
ん
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
茶
に
は
往
々
に
し
て
黒
ず
ん
だ
箬
竹
の
葉

が
混
じ
っ
て
お
り
、
大
変
残
念
で
あ
る
。
私
は
茶
葉
を
収
藏
す
る
た
び
に
、
下
女
を
山
に

遣
わ
し
箬
竹
の
葉
を
採
っ
て
来
さ
せ
る
。
葉
は
き
れ
い
に
拭
い
、
あ
ぶ
っ
て
乾
か
し
た

後
、
採
っ
て
き
た
量
の
半
分
で
茶
葉
を
貯
蔵
す
る
か
め
の
周
囲
を
覆
い
、
残
り
半
分
は
細

か
く
刻
み
、
茶
葉
に
混
ぜ
る
。
こ
う
す
る
と
年
を
経
て
か
め
の
封
を
切
っ
て
も
、
中
の
茶

葉
は
新
茶
の
よ
う
に
青
々
と
し
て
い
る
。」

第
二
〇
〇
条

【
原
文
】

吳
興
姚
叔
度
言
、
茶
若
多
焙
一
次
、
則
香
味
隨
減
一
次
、
予
驗
之
良
然
。
但
於
始
焙

〘
時
烘
令
〙
極
燥
、
多
用
炭
箬
、
如
法
封
固
、
卽
梅
雨
連
旬
、
燥
仍
自
〈
固
是
〉
若
。
惟

開
罈
頻
取
、
所
以
生
潤
、
不
得
不
再
焙
耳
。
自
四
〔
五
〕
月
至
八
月
、
極
宜
致
謹
。
九
月

以
後
、
天
氣
漸
肅
、
便
可
解
嚴
矣
。
雖
然
、
能
不
弛
懈
尤
妙
〔
尤
妙
〕。

【
和
訳
】

『
茶
箋
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
呉
興
（
現
在
の
浙
江
省
湖
州
市
）
の
姚
紹
憲
（
字

は
叔
度
）
は
「
茶
葉
は
焙
じ
れ
ば
焙
じ
る
ほ
ど
、
風
味
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
」
と
言
っ

て
い
る
。
私
が
試
し
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
茶
葉
を
焙
じ

る
際
は
、
ま
ず
熱
で
徹
底
的
に
乾
燥
さ
せ
、
炭
や
箬
竹
の
葉
を
多
く
用
い
、
正
し
い
方
法

で
密
封
す
る
。
こ
う
す
る
と
、
梅
雨
時
に
雨
天
が
数
十
日
続
い
て
も
、
茶
葉
は
変
わ
ら
ず

乾
燥
し
て
い
る
。
た
だ
、
茶
葉
を
か
め
か
ら
頻
繁
に
取
り
出
す
と
湿
気
を
帯
び
る
の
で
、

も
う
一
度
焙
じ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
特
に
四
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
は
、
十
分
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
九
月
以
降
は
寒
さ
が
次
第
に
厳
し
く
な
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
注

意
し
な
く
て
も
よ
い
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
注
意
を
怠
ら
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。」

第
二
〇
一
条

【
原
文
】

炒
〘
茶
〙
時
、
須
〘
用
〙
一
人
從
傍
扇
之
、
以
袪
熱
氣
、
否
則
茶
之
〈
黃
〉
色
香
味
俱
減
、

〘
此
〙
予
所
親
試
。
扇
者
色
翠
、
不
扇
〘
者
〙
色
黃
。
炒
起
出
鐺
時
、
置
大
磁
盆
〈
盤
〉
中
、

仍
須
急
扇
、
令
熱
氣
稍
退
、
以
手
重
揉
之
、
再
散
入
鐺
、〘
以
〙
文
火
炒
乾
〘
之
〙。〔
入
焙
〕

蓋
揉
則
其
津
上
浮
、
㸃
時
香
味
易
出
。
田
子
藝
以
生
曬
、
不
炒
不
揉
者
爲
佳
、〘
其
法
〙

亦
未
之
試
耳
。

【
和
訳
】

『
茶
箋
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
葉
を
炒
る
時
は
、
そ
の
そ
ば
で
一
人
に
扇
が

せ
て
、
茶
葉
の
熱
を
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
い
と
、
茶
の
色
や
風
味
が
と
も
に
損

な
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
私
が
自
ら
試
し
た
結
果
で
あ
る
。
扇
い
で
熱
を
除
い
た
茶
葉
は
青

緑
色
と
な
り
、
扇
が
な
け
れ
ば
黃
色
に
な
る
。
炒
っ
た
茶
葉
を
釜
か
ら
出
す
時
は
、
磁
器

の
大
き
な
盆
に
の
せ
、
す
ぐ
さ
ま
扇
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
茶
葉
が
少
し
冷
め
た
ら
、

手
で
繰
り
返
し
揉
み
、
再
び
釜
に
散
ら
し
入
れ
、
弱
火
で
炒
っ
て
乾
か
す
。
手
で
揉
む
の

は
、
こ
う
す
る
と
茶
葉
の
成
分
が
染
み
出
て
、
淹
れ
た
時
に
香
り
や
味
が
引
き
立
ち
や
す

く
な
る
か
ら
だ
ろ
う
。
か
つ
て
、
田
芸
蘅
（
字
は
子
芸
）
は
摘
ん
だ
茶
葉
を
そ
の
ま
ま
天

日
に
晒
し
て
、
炒
ら
ず
揉
ま
な
い
も
の
が
良
い
と
し
た
。
し
か
し
、
私
は
ま
だ
試
し
て
い

な
い
。」

第
二
〇
二
条

【
原
文
】

羣
芳
譜
、〘
以
花
拌
茶
、
頗
有
别
致
。
凡
梅
花
、〙木
樨
、
茉
莉
、
玫
瑰
、
薔
薇
、
蘭
蕙
、

金
〈
蓮
〉
橘
、
梔
子
、
木
香
之
屬
〈
梅
花
〉
、
皆
與
茶
宜
、
當
于
〈
可
〉
諸
花
香
氣
全
時

摘
拌
。
三
停
茶
、
一
停
花
、
收
〘
於
〙
磁
罐
中
。
一
層
茶
、
一
層
花
、
相
間
填
滿
、
以
紙

篛
封
固
、
入
〘
淨
〙
鍋
〘
中
〙
重
湯
煑
之
。〘
取
出
〙
待
冷
、
再
以
紙
封
裹
、〘
於
〙
火
上

―　　（　　）―
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焙
乾
〘
貯
用
。
但
〙
上
好
細
芽
茶
忌
用
、
花
香
反
奪
〘
其
〙
眞
味
、
惟
平
等
茶
宜
之
。

【
和
訳
】

明
の
王
象
晋
『
二
如
亭
群
芳
譜
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
葉
に
花
を
混
ぜ
る
の

は
、
と
て
も
目
新
し
く
お
も
し
ろ
い
。
お
お
よ
そ
ウ
メ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
マ
ツ
リ
カ
、

ハ
マ
ナ
ス
、
バ
ラ
、
ラ
ン
、
キ
ン
カ
ン
、
ク
チ
ナ
シ
、
モ
ッ
コ
ウ
の
類
の
花
は
、
ど
れ
も

茶
葉
と
の
相
性
が
良
い
。
こ
れ
ら
の
花
は
、
香
り
が
最
も
強
い
時
に
摘
ん
で
茶
葉
に
混
ぜ

る
。
茶
葉
が
三
に
対
し
て
、
花
が
一
の
割
合
で
磁
器
の
壺
に
入
れ
る
。
ま
ず
茶
葉
を
入

れ
、
そ
の
上
に
花
を
入
れ
る
。
こ
う
し
て
茶
葉
と
花
を
交
互
に
層
と
な
る
よ
う
に
壺
を
満

た
し
、
紙
や
箬
竹
の
葉
で
密
封
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
壺
を
清
潔
な
鍋
に
入
れ
、
湯
の
蒸
気

で
蒸
す
。
鍋
か
ら
取
り
出
し
壺
が
冷
め
た
ら
、
再
び
紙
で
包
ん
で
封
印
し
、
火
で
あ
ぶ
り

乾
か
し
て
貯
蔵
す
る
。
た
だ
し
、
上
等
な
細
芽
の
茶
に
は
花
を
混
ぜ
て
は
い
け
な
い
。
花

の
香
り
が
、
上
等
な
茶
葉
本
来
の
風
味
を
奪
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
一
般
的
な
品
質

の
茶
葉
で
あ
れ
ば
、
花
と
混
ぜ
て
も
よ
い
。」

第
二
〇
三
条

【
原
文
】

雲
林
遺
事
、
蓮
花
茶
、
就
池
沼
中
於
早
飯
前
日
初
出
時
擇
取
蓮
花
蕊
略
綻
〈
破
〉
者
、

以
手
指
撥
開
、
入
茶
滿
其
中
、
用
麻
絲
縛
紥
〔
口
〕
定
。
經
一
宿
、〘
次
〙
早
連
花
摘
之

〈
摘
蓮
花
〉、
取
茶
紙
包
曬
。
如
此
三
次
、
錫
罐
盛
〘
貯
〙、
紥
口
收
藏
。

【
和
訳
】

明
の
顧
元
慶
『
雲
林
遺
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
蓮
花
茶
の
製
法
は
、
ま
ず
朝

食
を
と
る
前
、
日
の
出
の
時
に
、
池
の
蓮
の
花
の
中
で
蕊
が
や
や
開
い
た
も
の
を
選
ぶ
。

そ
し
て
、
花
を
指
で
よ
く
開
き
、
そ
の
中
に
茶
葉
を
隙
間
な
く
つ
め
て
麻
の
糸
で
花
の
口

を
縛
る
。
こ
う
し
て
一
晩
置
き
、
翌
朝
、
茶
葉
を
つ
め
た
花
を
摘
み
、
茶
葉
を
取
り
出
し

て
紙
で
包
み
天
日
に
晒
す
。
こ
れ
を
三
回
繰
り
返
し
た
ら
、
錫
製
の
壺
に
入
れ
、
口
を

縛
っ
て
貯
蔵
す
る
。」

第
二
〇
四
条

【
原
文
】

邢
士
襄
茶
説
、
凌
露
無
雲
、
采
候
之
上
。
霽
日
融
和
、
采
候
之
次
。
積
日
重
隂
、
不
知

其
可
。【

和
訳
】

明
の
邢
士
襄
『
茶
説
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
朝
露
が
降
り
雲
の
な
い
晴
天
は
、

茶
を
摘
む
の
に
最
も
良
い
天
候
で
あ
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
、
雨
が
止
み
晴
れ
渡
っ
て
穏

や
か
な
天
候
で
あ
る
。
連
日
ど
ん
よ
り
と
雲
が
垂
れ
こ
め
る
天
候
は
、
茶
摘
み
に
適
し
て

い
る
か
わ
か
ら
な
い
。」

第
二
〇
五
条

【
原
文
】

田
藝
衡
煑
泉
小
品
、
芽
茶
、
以
火
作
者
爲
次
、
生
曬
者
爲
上
、
亦
更
近
自
然
、
且
斷
烟

火
氣
耳
。
况
作
人
手
器
不
潔
、
火
候
失
宜
、
皆
能
損
其
香
色
也
。
生
曬
茶
、
瀹
之
甌
中
、

則
旗
鎗
舒
暢
、
淸
〈
靑
〉
翠
鮮
明
、〘
香
潔
勝
於
火
炒
〙
、
尤
爲
可
愛
。

【
和
訳
】

明
の
田
芸
衡
『
煮
泉
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
芽
茶
の
う
ち
、
火
で
乾
燥
さ

せ
た
も
の
は
品
質
が
劣
り
、
天
日
で
干
し
た
も
の
は
良
い
。
こ
れ
は
、
後
者
の
方
法
が
よ

り
自
然
の
状
態
に
近
く
、
し
か
も
芽
が
煙
火
の
気
を
受
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
、

芽
を
加
工
す
る
者
の
手
や
器
具
が
不
潔
で
あ
っ
た
り
、
火
加
減
を
誤
っ
た
り
す
る
と
、
茶

の
香
り
や
色
を
損
ね
て
し
ま
う
。
天
日
干
し
の
芽
を
茶
碗
に
入
れ
て
湯
を
注
ぐ
と
、
細
く
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尖
っ
た
芽
が
開
き
、
青
々
と
鮮
や
か
で
瑞
々
し
い
色
が
現
れ
る
。
そ
の
香
り
は
火
で
炒
っ

た
も
の
よ
り
も
清
ら
か
で
、
特
に
珍
重
す
べ
き
で
あ
る
。」

第
二
〇
六
条

【
原
文
】

洞
山
〔
岕
〕
茶
系
、
岕
茶
采
焙
、
定
以
立
夏
後
三
日
、
隂
雨
又
需
之
。
世
人
妄
云
、
雨

前
眞
岕
、
抑
亦
未
知
茶
事
矣
。
茶
園
旣
開
、
入
山
賣
草
枝
者
、
日
不
下
二
三
百
石
、
山
民

收
製
以
假
混
眞
。
好
事
家
躬
往
、
予
租
采
焙
、
戒
視
惟
謹
、
多
被
潛
易
。
眞
茶
去
人
地
相

京
、
高
價
分
買
、
家
不
能
二
三
觔
。
近
有
采
嫩

、
除
尖
蔕
、
抽
細
筋
焙
之
、
亦
曰
片

茶
。
不
去
尖
筋
、
炒
而
復
焙
、
燥
如

狀
、
曰
攤
茶
、
並
難
多
得
。
又
有
俟
茶
市
將
闌
、

采
取
剩

焙
之
、
名
曰
修
山
茶
、
香
味
足
而
色
差
老
。
若
今
四
方
所
貨
岕
片
、
多
是
南
岳

片
子
、
署
爲
騙
茶
可
矣
。
茶
賈
衒
人
、
率
以
長
潮
等
茶
、
本
岕
亦
不
可
得
噫
。
安
得
起
陸

龜
蒙
於
九
京
、
與
之
賡
茶
人
詩
也
。
茶
人
皆
有
市
心
、
令
予
徒
仰
眞
茶
而
已
。
故
余
煩
悶

時
、
每
誦
姚
合
乞
茶
詩
一
過
。

【
和
訳
】

明
の
周
高
起
『
洞
山
岕
茶
系
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
羅
岕
茶
の
茶
摘
み
か
ら
焙

じ
る
ま
で
の
工
程
は
、
立
夏
の
後
の
三
日
目
に
行
う
と
決
ま
っ
て
い
る
。
空
が
曇
っ
た
り

雨
が
降
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
作
業
日
を
遅
ら
せ
る
。
世
間
の
人
々
は
み
だ
り
に
「
穀
雨

の
前
に
摘
ん
だ
羅
岕
茶
こ
そ
本
物
で
あ
る
」
と
言
う
が
、
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
茶
を
理
解

し
て
い
な
い
者
の
言
葉
で
あ
る
。
茶
園
が
開
く
と
、
山
に
入
っ
て
草
や
枝
を
売
る
者
が
現

れ
、
そ
の
販
売
量
は
毎
日
二
、
三
百
石
を
下
ら
な
い
。
山
中
の
農
夫
は
こ
の
草
や
枝
を
買

い
求
め
て
加
工
し
茶
葉
に
混
ぜ
る
。
そ
こ
で
、
茶
に
こ
だ
わ
る
者
は
自
ら
山
に
赴
き
、
あ

ら
か
じ
め
茶
園
を
借
り
て
お
い
て
茶
摘
み
か
ら
製
茶
ま
で
行
い
、
そ
の
工
程
を
注
意
深
く

管
理
す
る
。
だ
が
、
そ
こ
ま
で
し
て
も
、
混
ぜ
も
の
を
し
た
茶
葉
と
こ
っ
そ
り
す
り
替
え

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
本
物
の
茶
葉
は
現
地
か
ら
持
ち
去
ら
れ
都
に
持
ち
込
ま
れ

る
と
、
高
価
で
あ
る
た
め
小
分
け
に
し
て
購
入
さ
れ
る
が
、
各
家
で
購
入
で
き
る
量
は

二
、
三
斤
に
も
満
た
な
い
。
近
頃
は
若
い
茶
葉
を
摘
み
、
葉
の
先
端
や
蔕
、
細
い
筋
を
取

り
除
い
て
焙
じ
た
も
の
も
「
片
茶
」
と
い
う
。
葉
の
先
端
や
筋
を
取
り
除
か
ず
、
炒
っ
て

か
ら
焙
じ
、
葉
の
形
の
ま
ま
乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
「
攤
茶
」
と
い
う
。
ど
ち
ら
も
多
く
を

入
手
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
茶
市
が
終
わ
る
頃
に
、
残
り
の
茶
葉
を
摘
ん
で
焙
じ
た

も
の
を
「
修
山
茶
」
と
い
う
。
風
味
は
十
分
に
あ
る
が
、
色
は
や
や
新
鮮
さ
に
欠
け
る
。

今
、
各
地
で
商
わ
れ
て
い
る
羅
岕
茶
の
多
く
は
南
岳
の
茶
葉
で
あ
り
、
こ
れ
は
人
を
騙
す

茶
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
茶
商
は
人
々
の
目
を
く
ら
ま
す
の
に
、
大
抵
長
潮
な
ど
の

地
の
茶
葉
を
羅
岕
茶
と
し
て
売
る
の
で
、
本
物
の
羅
岕
茶
は
入
手
で
き
な
い
の
だ
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
あ
の
世
か
ら
唐
の
陸
亀
蒙
を
蘇
ら
せ
、
勝
れ
た
茶
農
夫
を
詠

ん
だ
彼
の
詩
「
茶
人
」
を
と
も
に
唱
和
す
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
も
の
か
。
茶
を
造
る
農

夫
や
販
売
す
る
商
人
に
利
益
を
貪
ろ
う
と
す
る
心
が
あ
る
の
で
、
私
の
よ
う
な
者
は
、
本

物
の
羅
岕
茶
と
出
会
う
こ
と
の
で
き
る
日
を
む
な
し
く
待
ち
望
む
し
か
な
い
。
こ
の
た

め
、
私
は
羅
岕
茶
へ
の
思
い
が
つ
の
っ
て
苦
し
み
悶
え
る
と
、
い
つ
も
唐
の
姚
合
の
「
乞

茶
」
詩
を
口
ず
さ
ん
で
や
り
過
ご
す
。」

第
二
〇
七
条

【
原
文
】

月
令
廣
義
、
炒
茶
毎
鍋
不
過
半
觔
、
先
用
乾
炒
、
後
微
灑
水
、
以
布
捲
起
揉
做
。

【
和
訳
】

明
の
馮
応
京
『
月
令
広
義
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
を
炒
る
際
、
釜
に
入
れ
る

茶
葉
は
半
斤
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
。
ま
ず
乾
炒
り
し
、
そ
れ
か
ら
水
を
少
し
注
ぎ
、

布
で
巻
い
て
揉
む
。」

―　　（　　）―

近畿大学短大論集　Vol.５３,  No.１,  ２０２０

２３ １２８



第
二
〇
八
条

【
原
文
】

茶
擇
淨
、
微
蒸
、
候
變
色
攤
開
、
扇
去
溼
熱
氣
、
揉
做
畢
、
用
火
焙
乾
、
以
篛
葉
包

之
。
語
曰
、
善
蒸
不
若
善
炒
、
善
曬
不
若
善
焙
、
蓋
茶
以
炒
而
焙
者
爲
佳
耳
。

【
和
訳
】

『
月
令
広
義
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
葉
は
清
浄
な
も
の
を
選
ぶ
。
少
し
蒸

し
、
色
が
変
わ
っ
た
ら
敷
き
広
げ
、
扇
い
で
湿
気
や
熱
を
除
い
て
か
ら
揉
む
。
揉
み
終

わ
っ
た
茶
葉
は
、
火
で
焙
じ
て
乾
燥
さ
せ
、
箬
竹
の
葉
で
包
む
。
諺
に
「
茶
葉
を
上
手
に

蒸
す
よ
り
、
上
手
に
炒
る
ほ
う
が
良
い
。
茶
葉
を
上
手
に
天
日
干
し
す
る
よ
り
、
上
手
に

焙
じ
る
ほ
う
が
良
い
」
と
あ
る
。
茶
葉
は
炒
り
焙
じ
た
も
の
が
良
い
の
だ
ろ
う
。」

第
二
〇
九
条

【
原
文
】

農
政
全
書
、〔
涪
陵
〕
採
〈
収
〉
茶
在
四
月
、
嫩
則
益
人
、
粗
則
損
人
。
茶
之
爲
道
、

釋
滯
去
垢
、
破
睡
除
煩
、
功
則
著
矣
。
其
或
採
造
藏
貯
之
無
法
、
碾
焙
煎
試
之
失
宜
、
則

雖
建
芽
浙
茗
、
祇
爲
常
品
耳
。
此
製
作
之
法
、
宜
亟
講
也
。

【
和
訳
】

明
の
徐
光
啓
『
農
政
全
書
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
葉
は
四
月
に
摘
む
。
柔
ら

か
く
瑞
々
し
い
葉
は
人
体
に
有
益
で
あ
り
、
固
く
き
め
の
粗
い
葉
は
健
康
を
損
な
う
。
茶

が
有
益
な
道
理
と
は
、
身
体
の
様
々
な
滞
り
を
解
消
し
て
老
廃
物
を
排
出
し
、
眠
気
を
覚

ま
し
て
心
の
煩
悶
を
除
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
効
能
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
し
茶
葉
の
摘

採
や
加
工
、
貯
蔵
が
正
し
い
方
法
を
踏
ま
え
て
い
な
か
っ
た
り
、
そ
の
後
の
焙
じ
方
や
磨

り
潰
し
方
、
煎
じ
方
が
不
適
当
で
あ
っ
た
り
す
る
と
、
福
建
や
浙
江
の
銘
茶
で
あ
っ
て
も

普
通
の
茶
に
な
っ
て
し
ま
う
。
茶
の
製
法
は
十
分
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

第
二
一
〇
条

【
原
文
】

馮
夢
楨
〈
禎
〉
快
雪
堂
漫
錄
、
炒
茶
鍋
令
極
淨
、
茶
要
少
、
火
要
猛
、
以
手
拌
炒
、
令

軟
淨
取
出
、
攤
於
匾
中
、
略
用
手
揉
之
。
揉
去
焦
梗
、
冷
定
復
炒
、
極
燥
而
止
、
不
得
便

入
瓶
。
置
於
淨
處
、
不
可
近
溼
、
一
二
日
後
、
再
入
鍋
炒
令
極
燥
、
攤
冷
、
然
後
收
藏
。

【
和
訳
】

明
の
馮
夢
禎
『
快
雪
堂
漫
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
葉
を
炒
る
釜
は
十
分
に

清
浄
を
保
つ
。
釜
に
入
れ
る
茶
葉
は
少
量
が
よ
く
、
火
力
を
強
く
し
、
手
で
か
き
混
ぜ
な

が
ら
炒
る
。
茶
葉
全
体
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
釜
か
ら
出
し
、
平
た
い
竹
ざ
る
に
広
げ
、

手
で
ざ
っ
と
揉
む
。
揉
み
な
が
ら
焦
げ
た
葉
柄
を
取
り
除
き
、
冷
め
た
ら
再
び
炒
り
、
十

分
に
乾
燥
し
た
ら
止
め
る
。
こ
の
時
、
す
ぐ
容
器
に
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
清
潔
な

所
に
置
き
、
湿
気
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
す
る
。
一
、
二
日
し
て
か
ら
、
も
う
一
度
釜
で

炒
っ
て
十
分
に
乾
燥
さ
せ
、
敷
き
広
げ
て
冷
ま
し
た
上
で
貯
蔵
す
る
。」

第
二
一
一
条

【
原
文
】

藏
茶
之
罌
、
先
用
湯
煑
過
烘
燥
、
乃
燒
栗
炭
透
紅
、
投
罌
中
覆
之
令
黑
、
去
炭
及
灰
、

入
茶
五
分
、
投
入
冷
炭
、
再
入
茶
將
滿
、
又
以
宿
箬

實
之
、
用
厚
紙
封
固
甖
口
。
更
包

燥
淨
無
氣
味
甎
〈
磚
〉
石
壓
之
、
置
於
高
燥
透
風
處
、
不
得
傍
牆
壁
及
泥
地
方
得
。

【
和
訳
】

『
快
雪
堂
漫
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
葉
を
貯
蔵
す
る
か
め
は
、
湯
で
煮
沸

し
て
か
ら
火
の
熱
で
乾
燥
さ
せ
る
。
そ
し
て
栗
の
木
の
炭
を
焼
き
、
炭
が
お
こ
っ
た
ら
か

め
の
中
に
入
れ
て
口
を
覆
う
。
炭
が
黒
く
な
っ
た
ら
、
炭
と
灰
を
取
り
除
く
。
こ
こ
で
茶

葉
を
か
め
の
半
分
ほ
ど
入
れ
て
か
ら
冷
ま
し
た
炭
を
入
れ
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
茶
葉
を
入
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れ
る
。
か
め
一
杯
に
な
る
手
前
で
、
寝
か
せ
て
お
い
た
箬
竹
の
葉
を
茶
葉
の
上
に
つ
め
、

厚
紙
で
か
め
の
口
を
密
封
す
る
。
さ
ら
に
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
た
臭
い
の
な
い
レ
ン
ガ
や
石

を
厚
紙
で
包
み
、
か
め
の
上
に
置
い
て
重
し
と
す
る
。
こ
の
後
、
乾
燥
し
風
通
し
の
良
い

高
所
に
か
め
を
置
き
、
壁
の
そ
ば
や
泥
土
の
あ
る
場
所
に
置
い
て
は
な
ら
な
い
。
茶
葉
の

貯
蔵
は
以
上
の
よ
う
に
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。」

第
二
一
二
条

【
原
文
】

屠
長
卿
考
槃
餘
事
、
茶
宜
篛

而
畏
香
藥
、
喜
溫
燥
而
忌
冷
溼
。
故
收
藏
之
法
〈
家
〉、

先
於
淸
明
時
收
買
篛

、
揀
其
最
靑
者
預
焙
極
燥
、
以
竹
絲
編
之
、
每
四
片
編
爲
一
塊
聽

用
。
又
買
宜
興
新
堅
大
罌
、
可
容
茶
十
觔
以
上
者
、
洗
淨
焙
乾
聽
用
。
山
中
〘
采
〙
焙

〔
茶
〕
回
、
復
焙
一
番
、
去
其
茶
子
、
老

、
梗
屑
及
枯
焦
者
〈
枯
焦
者
及
梗
屑
〉、
以

大
盆
埋
伏
生
炭
、
覆
以
竈
中
、
敲
細
赤
火
、
旣
不
生
烟
、
又
不
易
過
、
置
茶
焙
下
焙
之
。

約
以
二
觔
作
一
焙
、
别
用
炭
火
入
大
爐
內
、
將
罌
懸
架
其
上
〘
烘
〙
至
燥
極
而
止
。〘
先
〙

以
編
篛
襯
於
罌
底
、
茶
〘
焙
〙
燥
後
〈
者
〉、
扇
冷
方
入
〔
罌
〕。
茶
之
燥
、
以
拈
起
卽
成

末
爲
驗
。
隨
焙
隨
入
、
旣
滿
、
又
以
篛

覆
於
茶
〈
罌
〉
上
、
每
茶
一
觔
、
約
用
篛
二
兩
。

〘
罌
〙
口
用
尺
八
紙
焙
燥
封
固
、
約
六
七
層
、
擫
以
方
厚
白
木
板
一
塊
、
亦
取
焙
燥
者
、

然
後
於
向
明
淨
室
〘
或
〙
高
閣
〘
藏
〙
之
。
用
時
、
以
新
燥
宜
興
小
瓶
〔
取
出
〕
約
可
受

四
五
兩
〘
者
另
貯
。
取
用
後
〙
隨
卽
包
整
。
夏
至
後
三
日
、
再
焙
一
次
。
秋
分
後
三
日
、

又
焙
一
次
。
一
陽
後
三
日
、
又
焙
一
次
〈
之
〉、
連
山
中
共
焙
五
次
〈
五
焙
〉。〘
從
此
〙

直
至
交
新
、
色
味
如
一
。
罌
中
用
淺
、
更
以
燥
篛

滿
貯
〈
貯
滿
〉
之
、
雖
〈
則
〉
久
而

不
浥
。【

和
訳
】

明
の
屠
隆
（
字
は
長
卿
）『
考
槃
余
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
葉
は
箬
竹
の
葉

と
相
性
が
良
く
、
匂
い
移
り
の
す
る
香
や
薬
と
は
相
性
が
悪
い
。
ま
た
、
温
か
く
乾
燥
し

た
環
境
が
良
く
、
寒
く
湿
気
の
あ
る
環
境
は
良
く
な
い
。
こ
の
た
め
、
茶
葉
の
貯
蔵
方
法

は
、
ま
ず
、
清
明
節
の
時
に
箬
竹
の
葉
を
買
い
求
め
る
。
葉
の
な
か
で
最
も
青
い
も
の
を

選
り
分
け
、
あ
ら
か
じ
め
焙
じ
て
十
分
に
乾
燥
さ
せ
て
お
き
、
竹
ひ
ご
で
束
ね
る
。
こ
の

際
、
四
枚
を
一
束
と
し
て
束
ね
て
お
く
。
同
時
に
、
宜
興
（
現
在
の
江
蘇
省
宜
興
市
）
製

の
、
硬
く
、
茶
葉
が
十
斤
以
上
入
る
大
型
の
か
め
の
新
品
を
買
い
求
め
、
洗
浄
し
て
か
ら

焙
じ
乾
か
し
て
お
く
。
こ
れ
ら
の
準
備
が
整
っ
た
ら
、
山
で
茶
葉
を
摘
み
、
焙
じ
て
か
ら

持
ち
帰
る
。
帰
っ
て
き
た
ら
も
う
一
度
焙
じ
、
葉
に
混
入
し
て
い
る
茶
の
実
や
古
い
葉
、

葉
柄
の
切
れ
端
、
お
よ
び
焦
げ
た
箇
所
を
取
り
除
く
。
次
に
、
大
き
な
盆
一
杯
に
未
使
用

の
炭
を
盛
り
付
け
て
か
ら
、
窯
の
中
に
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
く
べ
、
燃
や
し
な
が
ら
叩
い
て

細
か
く
砕
く
。
こ
う
し
て
砕
け
た
炭
は
燃
え
て
も
煙
が
立
た
ず
、
火
力
が
弱
い
の
で
熱
を

加
え
す
ぎ
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
炭
火
を
ほ
い
ろ
の
下
に
置
き
、
茶
葉
を
焙
じ
る
。
一
度

に
お
お
よ
そ
二
斤
を
焙
じ
る
。
ま
た
別
に
炭
火
を
大
型
の
火
鉢
に
入
れ
、
そ
の
上
に
か
め

を
吊
る
し
、
十
分
に
乾
燥
す
る
ま
で
あ
ぶ
る
。
こ
こ
で
、
先
に
編
ん
で
お
い
た
箬
竹
の
葉

を
か
め
の
底
に
敷
き
、
焙
じ
て
乾
燥
さ
せ
た
茶
葉
を
扇
い
で
冷
ま
し
て
か
ら
、
か
め
に
入

れ
る
。
茶
葉
の
乾
燥
状
態
は
、
指
で
つ
ま
み
、
細
か
く
砕
け
る
程
度
を
目
安
と
す
る
。
以

上
の
手
順
を
繰
り
返
し
て
、
茶
葉
を
焙
じ
て
は
か
め
に
入
れ
、
か
め
が
一
杯
に
な
っ
た

ら
、
茶
葉
の
上
を
箬
竹
の
葉
で
覆
う
。
こ
の
際
、
茶
葉
一
斤
に
つ
き
、
竹
の
葉
二
両
く
ら

い
を
用
い
る
。
か
め
の
口
は
、
あ
ぶ
っ
て
乾
燥
さ
せ
た
一
尺
八
寸
の
紙
を
用
い
て
、
六
、

七
層
に
な
る
ほ
ど
重
ね
て
包
み
、
よ
く
密
封
す
る
。
こ
の
後
、
か
め
の
上
に
、
重
し
と
し

て
方
形
の
厚
い
白
木
の
板
を
置
く
。
こ
の
板
も
あ
ぶ
っ
て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
用
い
る
。

か
め
は
、
日
光
の
差
し
込
む
清
潔
な
部
屋
か
、
高
い
建
物
に
貯
蔵
す
る
。
飲
用
に
供
す
る

時
は
、
宜
興
製
で
よ
く
乾
燥
さ
せ
た
、
四･

五
両
ほ
ど
入
る
新
品
の
小
壺
に
茶
葉
を
取
り

分
け
、
別
に
貯
蔵
す
る
。
茶
葉
を
取
り
分
け
た
ら
、
か
め
の
口
は
す
ぐ
に
紙
で
包
み
密
封

す
る
。
か
め
の
中
の
茶
葉
は
、
夏
至
の
三
日
後
に
再
び
焙
じ
、
秋
分
の
三
日
後
、
さ
ら
に

冬
至
の
三
日
後
に
も
焙
じ
る
。
こ
う
す
る
と
、
茶
葉
は
、
初
め
に
山
で
焙
じ
て
か
ら
合
計

で
五
回
焙
じ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
貯
蔵
す
る
と
、
翌
年
の
茶
市
で
新
茶
が
販
売

―　　（　　）―
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さ
れ
る
ま
で
の
間
、
茶
葉
の
色
や
風
味
は
当
初
の
状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
か
め
の

中
の
茶
葉
が
少
な
く
な
っ
た
ら
、
隙
間
に
乾
燥
さ
せ
た
箬
竹
の
葉
を
一
杯
に
つ
め
る
。
こ

う
す
る
と
、
長
期
間
貯
蔵
し
て
も
茶
葉
は
湿
気
に
さ
ら
さ
れ
な
い
。」

第
二
一
三
条

【
原
文
】

又
一
法
、
以
中
罈
盛
茶
〘
約
〙
十
觔
一
瓶
、
每
年
〈
瓶
〉
燒
稻
草
灰
入
大
桶
〘
內
〙、

將
茶
瓶
座
〘
於
〙
桶
中
、
以
灰
四
面
塡
桶
、
瓶
上
覆
灰
築
實
。
用
〈
每
〉
時
、〔
用
〕
撥

〘
灰
〙
開
瓶
取
茶
些
少
、
仍
復
〘
封
瓶
〙
覆
灰
、〘
則
〙
再
無
蒸
壞
〘
之
患
〙。
次
年
〘
另
〙

換
〘
新
〙
灰
。

【
和
訳
】

『
考
槃
余
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
葉
の
貯
蔵
に
は
、
も
う
一
つ
別
の
方
法

が
あ
る
。
ま
ず
、
中
型
の
か
め
に
、
お
よ
そ
十
斤
を
目
安
と
し
て
茶
葉
を
入
れ
る
。
そ
し

て
、
毎
年
、
稲
わ
ら
を
焼
い
た
灰
を
大
型
の
桶
に
入
れ
、
そ
こ
に
か
め
を
置
く
。
さ
ら

に
、
か
め
の
周
り
に
灰
を
隙
間
な
く
つ
め
、
か
め
の
上
も
灰
で
覆
い
、
し
っ
か
り
と
固
め

る
。
飲
用
に
供
す
る
際
は
、
灰
を
か
き
出
し
て
か
め
を
開
き
、
茶
葉
を
少
し
ば
か
り
取
り

出
し
、
再
び
か
め
に
封
を
し
て
灰
で
覆
う
。
こ
う
す
る
と
、
茶
葉
が
湿
気
で
蒸
さ
れ
て
変

質
す
る
こ
と
は
な
い
。
桶
の
灰
は
、
翌
年
に
な
っ
た
ら
新
し
い
も
の
に
取
り
替
え
る
。」

第
二
一
四
条

【
原
文
】

又
一
法
、〘
於
〙
空
樓
中
懸
架
、
將
茶
瓶
口
朝
下
放
、〘
則
〙
不
蒸
。
縁
蒸
氣
自
天
而
下

也
。

【
和
訳
】

『
考
槃
余
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
葉
の
貯
蔵
に
は
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の

方
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
茶
葉
を
入
れ
た
か
め
を
、
人
の
住
ん
で
い
な
い
高
楼
の
上
か
ら

吊
る
す
方
法
で
あ
る
。
こ
の
時
、
か
め
の
口
を
下
に
向
け
て
お
く
と
、
茶
葉
は
湿
気
を
受

け
な
い
。
こ
れ
は
、
湿
気
が
空
か
ら
降
り
て
く
る
こ
と
に
よ
る
。」

第
二
一
五
条

【
原
文
】

采
茶
〈
茶
採
〉
時
、
先
自
帶
鍋
〔
竈
〕
入
山
、
别
租
一
室
。
擇
茶
工
之
尤
良
者
、
倍
其

雇
値
〈
直
〉、
戒
其
搓
摩
、
勿
使
生
硬
、
勿
令
過
焦
、
細
細
炒
燥
、
扇
冷
方
貯
罌
中
。

【
和
訳
】

『
考
槃
余
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
葉
を
摘
む
時
は
、
ま
ず
釜
を
携
え
て
山

に
入
り
、
部
屋
を
一
つ
借
り
て
お
く
。
そ
れ
か
ら
優
秀
な
農
夫
や
職
人
を
選
び
、
与
え
る

工
賃
は
通
常
の
倍
と
す
る
。
農
夫
や
職
人
に
対
し
て
は
、
摘
む
際
に
茶
葉
を
指
の
腹
で
揉

ま
な
い
こ
と
や
、
製
茶
の
際
に
加
熱
が
不
十
分
で
茶
葉
が
生
の
ま
ま
で
あ
っ
た
り
、
熱
を

加
え
す
ぎ
て
焦
が
し
た
り
し
な
い
よ
う
、
釘
を
刺
し
て
お
く
。
茶
葉
は
注
意
深
く
炒
っ
て

乾
燥
さ
せ
、
扇
い
で
冷
ま
し
た
ら
、
か
め
に
入
れ
て
貯
蔵
す
る
。」

第
二
一
六
条

【
原
文
】

采
茶
不
必
太
細
、
細
則
芽
初
萌
而
味
欠
足
。
不
可
〈
必
〉
太
靑
、
靑
則　

〈
茶
〉
已
老

而
味
欠
嫩
。
須
在
榖
雨
前
後
、
覔
成
梗
帶

、
微
緑
色
而
團
且
厚
者
爲
上
、
更
須
天
色
晴

明
、
採
之
方
妙
。
若
閩
廣
嶺
南
多
瘴
癘
之
氣
、
必
待
日
出
、
山
霽
霧
瘴
嵐
氣
收
淨
、
采
之

可
也
。

―　　（　　）―
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【
和
訳
】

『
考
槃
余
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
摘
み
で
は
、
あ
ま
り
に
細
い
芽
を
摘
む

必
要
は
な
い
。
細
す
ぎ
る
芽
は
、
芽
吹
い
た
ば
か
り
で
風
味
が
足
り
な
い
。
ま
た
、
あ
ま

り
に
青
々
と
し
た
葉
も
い
け
な
い
。
青
す
ぎ
る
葉
は
す
で
に
時
期
を
過
ぎ
て
お
り
、
新
鮮

な
風
味
に
欠
け
る
。
茶
摘
み
は
榖
雨
の
前
後
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
成
長
し
た
茎

に
つ
い
た
葉
を
探
し
、
か
す
か
に
緑
色
を
呈
し
て
丸
み
を
帯
び
、
厚
い
も
の
は
上
等
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
晴
れ
渡
っ
た
日
に
摘
む
の
が
良
い
。
福
建
や
広
東
な
ど
、
嶺
南
の
気
候
は

暑
く
て
湿
度
が
高
い
の
で
、
日
の
出
の
時
、
山
の
雲
霧
や
熱
気
、
湿
気
が
す
っ
か
り
収

ま
っ
て
か
ら
摘
む
の
が
良
い
。」

第
二
一
七
条

【
原
文
】

馮
可
賓
岕
茶
牋
、〘
茶
〙
雨
前
〔
則
〕
精
神
未
足
、
夏
後
則
梗

太
麤
。
然
〔
茶
〕
以

細
嫩
爲
妙
。
須
當
交
夏
、
時
〘
時
〙
看
風
日
晴
和
、
月
露
初
收
、
親
自
監
采
入
籃
。
如
烈

日
之
下
、
應
〈
又
〉
防
籃
內
鬱
蒸
、〘
又
〙
須
傘
蓋
至
舍
、
速
傾
〘
於
〙
淨

〘
內
〙
薄
攤
、

細
揀
枯
枝
病
葉
、
蛸
絲
靑
牛
之
類
、
一
一
剔
去
、
方
爲
精
潔
也
。

【
和
訳
】

明
の
馮
可
賓
『
岕
茶
牋
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
葉
は
、
穀
雨
の
前
だ
と
ま
だ

生
気
が
み
な
ぎ
っ
て
お
ら
ず
、
立
夏
を
過
ぎ
る
と
、
葉
柄
や
葉
が
育
ち
す
ぎ
て
質
が
粗
く

な
る
。
お
お
よ
そ
茶
葉
は
、
き
め
細
や
か
で
柔
ら
か
い
も
の
が
す
ば
ら
し
い
。
こ
の
た

め
、
茶
摘
み
の
作
業
は
、
立
夏
の
時
、
天
候
が
晴
れ
渡
り
、
風
や
日
差
し
が
穏
や
か
か
を

常
に
観
察
し
て
、
明
け
方
に
月
が
沈
み
露
が
消
え
た
ら
行
い
、
茶
葉
を
摘
み
籠
に
入
れ
る

作
業
を
自
ら
監
督
す
る
。
日
差
し
が
強
い
場
合
は
、
籠
の
中
が
蒸
れ
な
い
よ
う
、
傘
を
さ

し
て
日
差
し
を
避
け
な
が
ら
製
茶
場
に
向
う
。
製
茶
場
に
つ
い
た
ら
、
す
ぐ
さ
ま
清
潔
な

竹
ざ
る
に
茶
葉
を
あ
け
て
薄
く
広
げ
、
枯
れ
枝
や
傷
の
あ
る
葉
、
蜘
蛛
の
巣
、
茶
葉
に
つ

く
虫
を
、
一
つ
一
つ
注
意
深
く
取
り
除
く
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
質
が
高
く
純
粋
な
茶
と

な
る
。」

第
二
一
八
条

【
原
文
】

蒸
茶
、
須
看

之
老
嫩
、
定
蒸
之
遲
速
。
以
皮
梗
碎
而
色
帶
赤
爲
度
、
若
太
熟
則
失

鮮
。
其
鍋
內
湯
須
頻
換
新
水
、
蓋
熟
湯
能
奪
茶
味
也
。

【
和
訳
】

『
岕
茶
牋
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
葉
を
蒸
す
工
程
で
は
、
葉
が
若
い
か
ど
う

か
を
見
極
め
た
上
で
、
蒸
す
速
度
を
決
め
る
。
蒸
し
具
合
は
、
皮
や
葉
柄
が
潰
せ
る
ほ
ど

柔
ら
か
く
な
り
、
葉
の
色
が
赤
み
を
帯
び
る
く
ら
い
を
目
安
と
す
る
。
蒸
し
す
ぎ
る
と
新

鮮
な
風
味
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
。
蒸
し
釜
の
湯
は
頻
繁
に
交
換
す
る
。
煮
詰
ま
っ
た
湯

は
茶
の
風
味
を
損
ね
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。」

第
二
一
九
条

【
原
文
】

陳
眉
公
太
平
淸
話
、
吳
人
於
十
月
〘
中
〙
采
小
春
茶
、
此
時
不
獨
逗
漏
花
枝
、
而
尤
喜

日
光
晴
暖
。
從
此
蹉
過
、
霜
凄
鴈
凍
、
不
復
可
堪
〘
矣
〙。

【
和
訳
】

明
の
陳
継
儒
『
太
平
清
話
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
蘇
州
の
人
々
は
、
毎
年
十
月

に
な
る
と
「
小
春
茶
」
を
摘
む
。
こ
の
時
期
は
小
春
日
和
な
の
で
、
枝
に
つ
い
た
茶
の
花

が
や
や
開
く
だ
け
で
な
く
、
晴
れ
て
暖
か
く
心
地
よ
い
。
こ
の
時
期
を
逃
す
と
寒
さ
が
厳

し
く
な
っ
て
霜
が
降
り
、
茶
葉
を
摘
む
こ
と
が
で
き
な
い
。」

―　　（　　）―
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第
二
二
〇
条

【
原
文
】

眉
公
云
、
采
茶
欲
精
、
藏
茶
欲
燥
、
烹
茶
欲
潔
。

【
和
訳
】

『
太
平
清
話
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
陳
継
儒
は
言
う
。
茶
摘
み
に
は
丁
寧
さ
、

貯
蔵
に
は
乾
燥
、
淹
れ
る
際
に
は
清
潔
さ
が
必
要
で
あ
る
。」

第
二
二
一
条

【
原
文
】

吳
拭
〈
栻
〉
云
、
山
中
採
茶
歌
凄
淸
哀
婉
、
韻
態
悠
長
、
一
聲
從
雲
際
飄
來
、
未
𡮢
不

潜
然
墮
淚
。
吳
歌
未
便
能
動
人
如
此
也
。

【
和
訳
】

『
太
平
清
話
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
宋
代
の
呉
栻
は
言
う
。
山
で
歌
わ
れ
る
茶

摘
み
歌
は
な
ん
と
も
物
悲
し
く
、
深
い
味
わ
い
が
あ
る
。
歌
声
が
山
の
向
こ
う
か
ら
風
に

乗
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
た
び
に
、
い
つ
も
密
か
に
は
ら
は
ら
と
涙
を
流
し
て
し
ま
う
。
蘇

州
の
民
謡
は
、
茶
摘
み
歌
ほ
ど
に
人
の
心
を
打
た
な
い
。」

第
二
二
二
条

【
原
文
】

熊
明
遇
岕
山
〈
羅
岕
〉
茶
記
、
貯
〘
茶
〙
器
中
〘
先
〙
以
生
炭
火
煆
過
、〘
於
〙
烈
日

中
暴
之
、
令
〘
火
〙
滅
、〘
乃
〙
亂
插
茶
中
。
封
固
甖
口
、
覆
以
新
甎
、
置
〘
於
〙
高
爽

近
人
處
。
霉
天
雨
候
、
切
忌
發
覆
、
須
於
晴
〘
明
〙
燥
日
開
取
。
其
〈
取
少
許
別
貯
小

缾
〉
空
缺
處
、
卽
〘
當
〙
以
箬
填
滿
、
封
閟
〈
置
〉
如
故
、
方
爲
可
久
。

【
和
訳
】

明
の
熊
明
遇
『
羅
岕
茶
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
を
保
存
す
る
か
め
は
、
ま

ず
容
器
の
中
で
未
使
用
の
炭
を
焼
い
て
十
分
に
熱
し
、
そ
れ
か
ら
強
い
日
差
し
の
下
に
さ

ら
す
。
火
を
消
し
た
ら
、
か
め
に
茶
葉
を
入
れ
、
そ
こ
に
消
し
炭
を
挿
す
。
そ
し
て
、
か

め
の
口
を
密
封
し
、
そ
の
上
に
新
し
い
レ
ン
ガ
を
置
き
、
高
く
乾
燥
し
て
い
て
人
の
気
に

近
い
場
所
に
置
く
。
梅
雨
や
雨
の
日
は
決
し
て
か
め
を
開
い
て
は
な
ら
ず
、
晴
れ
て
乾
燥

し
た
日
に
開
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
茶
を
取
り
出
し
た
後
の
隙
間
に
は
箬
竹
の
葉
を
つ

め
、
元
の
よ
う
に
密
封
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
茶
葉
は
長
期
間
保
存
で
き
る
。」

第
二
二
三
条

【
原
文
】

雪
〈
雲
〉
蕉
館
記
〈
紀
〉
談
、
明
玉
珍
子
昇
在
重
慶
、
取
涪
江
靑
礳
石
爲
茶
磨
、
令
宮

人
以
武
隆
雪
錦
茶
碾
〔
之
〕、
焙
以
大
足
縣
香
霏
亭
海
棠
花
、
味
倍
於
常
。
海
棠
無
香
、

獨
此
地
有
香
、
焙
茶
尤
妙
。

【
和
訳
】

明
の
孔
邇
『
雲
蕉
館
紀
談
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
元
朝
の
末
期
、
四
川
に
割
拠

し
た
明
玉
珍
の
子
で
あ
る
明
昇
は
都
の
重
慶
に
お
り
、
涪
江
（
四
川
省
を
流
れ
る
川
）
の

青
礳
石
で
茶
臼
を
作
ら
せ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
臼
を
用
い
て
宮
女
に
武
隆
（
現
在
の
四
川

省
重
慶
市
武
隆
区
）
の
雪
錦
茶
を
磨
か
せ
、
大
足
県
（
現
在
の
四
川
省
重
慶
市
大
足
区
）

の
香
霏
亭
に
咲
く
海
棠
の
花
を
焙
じ
て
茶
に
い
れ
さ
せ
た
。
す
る
と
、
そ
の
風
味
は
通
常

よ
り
も
随
分
と
良
く
な
っ
た
。
一
般
に
、
海
棠
の
花
に
香
り
は
な
い
が
、
こ
の
地
の
花
だ

け
は
香
り
が
あ
る
の
で
、
焙
じ
て
茶
に
入
れ
る
と
風
味
が
す
ば
ら
し
い
。」

―　　（　　）―
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第
二
二
四
条

【
原
文
】

詩
話
、
顧
渚
湧
金
泉
、
每
〘
歲
〙
造
茶
時
、
太
守
先
祭
拜
、
然
後
水
稍
〈
漸
〉
出
。
造

貢
茶
畢
、
水
漸
〈
稍
〉
減
。
至
供
〈
貢
〉
堂
茶
畢
、
已
減
半
〘
矣
〙。
太
守
茶
畢
、
遂
涸
〔
蓋

常
時
無
水
也
〕。
北
苑
〈
或
聞
今
〉
龍
焙
泉
亦
然
。

【
和
訳
】

北
宋
の
蔡
居
厚
『
蔡
寛
夫
詩
話
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
顧
渚
の
湧
金
泉
は
、
每

年
製
茶
を
行
う
時
、
府
の
長
官
が
祭
る
と
、
水
が
少
し
ば
か
り
湧
き
出
て
く
る
。
皇
帝
へ

の
献
上
茶
を
製
造
す
る
と
、
水
か
さ
は
次
第
に
減
っ
て
く
る
。
朝
廷
の
大
臣
高
官
へ
の
献

上
茶
を
製
造
す
る
と
、
水
量
は
半
分
ま
で
減
る
。
府
の
長
官
が
飲
用
に
供
す
る
茶
の
製
造

を
終
え
る
と
、
そ
の
ま
ま
水
は
涸
れ
て
し
ま
う
。
北
苑
の
龍
焙
泉
も
同
様
で
あ
る
。」

第
二
二
五
条

【
原
文
】

紫
桃
軒
雜
綴
、
天
下
有
好
茶
、
爲
凡
手
焙
壞
。
有
好
山
水
、
爲
俗
子
粧
㸃
壞
、
有
好
子

弟
、
爲
庸
師
敎
壞
。
眞
無
可
奈
何
耳
。

【
和
訳
】

明
の
李
日
華
『
紫
桃
軒
雑
綴
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
世
の
中
に
は
上
質
な
茶
葉

が
あ
る
。
し
か
し
、
凡
庸
な
職
人
が
焙
じ
る
こ
と
で
台
無
し
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
世
の
中

に
は
素
晴
ら
し
い
山
水
の
景
色
が
あ
る
。
し
か
し
、
俗
人
が
装
飾
を
凝
ら
す
こ
と
で
台
無

し
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
世
の
中
に
は
素
質
の
あ
る
若
者
が
い
る
。
し
か
し
、
凡
庸
な
教
師

が
教
え
る
こ
と
で
台
無
し
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
本
当
に
如
何
と
も
し
難
い
こ
と
で
あ
る
。」

第
二
二
六
条

【
原
文
】

匡
廬
絕
頂
産
茶
、
在
雲
霧
蒸
蔚
中
、
極
有
勝
韻
、
而
僧
拙
於
焙
、
瀹
之
爲
赤
滷
、
豈
復

有
茶
哉
。
戊
戌
春
、
小
住
東
林
、
同
門
人
董
獻
可
、
曹
不
隨
、
萬
南
仲
手
自
焙
茶
、
有
淺

碧
從
敎
如
凍
栁
、
淸
芬
不
遣
雜
花
飛
〈
飛
花
〉
之
句
、
旣
成
、
色
香
味
殆
絶
。

【
和
訳
】

『
紫
桃
軒
雑
綴
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
廬
山
の
頂
で
は
茶
葉
を
産
す
る
。
こ
の

茶
葉
は
、
雲
霧
が
沸
き
起
こ
る
中
で
成
長
す
る
た
め
、
深
い
味
わ
い
と
上
品
な
香
り
に
満

ち
溢
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
地
の
僧
侶
は
茶
を
焙
じ
る
技
術
が
拙
い
の
で
、
淹
れ
た
茶

は
に
が
り
の
よ
う
な
赤
色
を
呈
し
て
渋
味
や
苦
味
が
あ
り
、
も
は
や
茶
の
面
影
も
な
い
。

万
暦
二
十
六
年
（
一
五
九
八
年
）
の
春
、
私
は
廬
山
の
麓
に
あ
る
東
林
寺
に
滞
在
し
た
。

こ
の
時
、
同
門
の
董
献
可
、
曹
不

、
万
南
仲
が
手
ず
か
ら
茶
葉
を
焙
じ
、「
浅
碧
は
敎

え
に
従
う
こ
と
凍
柳
の
如
く
、
清
芬
は
雑
花
を
し
て
飛
ば
し
め
ず
（
青
み
が
か
っ
た
茶
葉

は
冬
の
寒
さ
に
耐
え
る
柳
の
教
え
を
守
っ
て
廬
山
に
芽
吹
き
、
そ
の
清
ら
か
な
香
り
は

諸
々
の
花
の
香
り
を
つ
な
ぎ
と
め
て
散
り
落
と
さ
せ
な
い
）」
の
句
を
得
た
。
茶
が
出
来

上
が
る
と
、
そ
の
色
や
風
味
は
絶
品
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。」

第
二
二
七
条

【
原
文
】

顧
渚
、
前
朝
名
品
、
正
以
採
摘
初
芽
、
加
之
法
製
。
所
謂
罄
一
畝
之
入
、
僅
充
半
環
、

取
精
之
多
、
自
然
擅
妙
也
。
今
碌
碌
諸

、
茶
中
無
殊
菜
瀋
、
何
勝
括
目
。

【
和
訳
】

『
紫
桃
軒
雑
綴
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
顧
渚
の
茶
は
、
前
朝
の
時
は
名
品
で

あ
っ
た
。
萌
え
立
っ
た
ば
か
り
の
芽
だ
け
を
摘
み
、
定
め
ら
れ
た
通
り
に
加
工
さ
れ
た
。

―　　（　　）―
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こ
の
た
め
「
一
畝
の
茶
樹
か
ら
摘
ま
れ
る
芽
の
す
べ
て
を
費
や
し
て
も
、
茶
餅
半
分
に
し

か
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
稀
少
で
、
茶
の
精
髄
を
一
身
に
集
め
て
お
り
、
あ
ら
ゆ

る
美
点
を
当
然
の
如
く
独
り
占
め
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
の
顧
渚
の
茶
は
他
の
茶
葉

と
同
じ
く
平
凡
で
、
菜
っ
葉
と
何
ら
変
わ
ら
ず
、
も
は
や
重
視
す
る
に
値
し
な
い
。」

第
二
二
八
条

【
原
文
】

金
華
仙
洞
與
閩
中
武
夷
俱
良
材
、
而
厄
於
焙
手
。

【
和
訳
】

『
紫
桃
軒
雑
綴
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
浙
江
金
華
山
の
仙
洞
と
福
建
武
夷
山
の

茶
葉
は
ど
ち
ら
も
質
が
良
い
。
し
か
し
、
職
人
の
技
術
が
拙
く
、
そ
の
真
価
を
発
揮
で
き

て
い
な
い
。」

第
二
二
九
条

【
原
文
】

埭
頭
本
草
市
、
溪
菴
施
濟
之
品
。
近
有
蘇
焙
者
、
以
色
稍
靑
、
遂
混
常
價
。

【
和
訳
】

『
紫
桃
軒
雑
綴
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
埭
頭
（
現
在
の
福
建
省
莆
田
市
埭
頭
鎮
）

の
薬
草
市
で
は
、
仏
寺
の
溪
庵
が
賑
恤
の
た
め
に
茶
葉
を
売
っ
て
い
た
。
近
頃
、
蘇
州
の

職
人
が
こ
の
茶
葉
を
焙
じ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
色
は
や
や
青
み
が
か
っ
て
お
り
、
通
常
の
茶

葉
と
同
じ
価
格
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。」

第
二
三
〇
条

【
原
文
】

岕
茶
彙
鈔
、
岕
茶
不
炒
、
甑
中
蒸
熟
、
然
後
烘
焙
。
緣
其
摘
遲
、
枝

微
老
、
炒
不
能

軟
、
徒
枯
碎
耳
。
亦
有
一
種
細
炒
岕
、
乃
他
山
炒
焙
、
以
欺
好
奇
〘
者
〙。
岕
中
〘
人
〙

惜
茶
、
决
不
忍
嫩
采
、
以
傷
樹
本
。
余
意
他
山
摘
茶
亦
當
如
岕
〘
之
〙
遲
摘
、
老
蒸
、
似

無
不
可
、
但
未
經
𡮢
試
〈
試
嘗
〉、
不
敢
漫
作
。

【
和
訳
】

明
の
冒
襄
『
岕
茶
彙
鈔
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
羅
岕
茶
は
炒
ら
ず
、
こ
し
き
で

蒸
し
、
そ
れ
か
ら
焙
じ
る
。
こ
の
茶
は
摘
む
時
期
が
遅
く
、
枝
や
葉
が
成
長
し
て
や
や
硬

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
炒
っ
て
も
柔
ら
か
く
な
ら
ず
、
干
か
ら
び
て
し
ま
い
、
脆
く

崩
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
若
い
葉
を
炒
っ
た
と
い
う
羅
岕
茶
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
他
の
山

で
加
工
さ
れ
て
お
り
、
好
事
家
を
騙
す
も
の
で
あ
る
。
羅
岕
の
人
々
は
茶
樹
を
大
切
に
し

て
お
り
、
若
い
葉
を
摘
む
こ
と
で
茶
樹
の
根
に
負
担
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
し

な
い
。
私
が
思
う
に
、
他
の
山
で
摘
ん
だ
茶
葉
も
、
羅
岕
茶
の
よ
う
に
遅
い
時
期
に
摘

み
、
硬
く
な
っ
た
葉
を
蒸
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
私
は
ま
だ
試
し
た
こ

と
は
な
い
の
で
、
い
い
加
減
な
結
論
を
下
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。」

第
二
三
一
条

【
原
文
】

茶
以
初
出
雨
前
者
佳
、
惟
羅
岕
立
夏
開
園
。
吳
中
所
貴
梗
觕
葉
厚
〘
者
〙、
有
簫
箬
之

氣
、
還
是
夏
前
六
七
日
如
雀
舌
者
〔
佳
〕、
最
不
易
得
。

【
和
訳
】

『
岕
茶
彙
鈔
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
は
、
穀
雨
の
前
に
初
め
て
出
た
芽
が
良

い
。
し
か
し
、
羅
岕
の
茶
園
だ
け
は
立
夏
の
時
に
開
く
。
蘇
州
で
は
、
葉
柄
が
太
く
葉
が
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厚
く
成
長
し
た
茶
葉
が
貴
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
竹
の
臭
い
が
す
る
。
や
は
り
立
夏
の
六
、

七
日
前
に
摘
む
、
雀
の
舌
の
よ
う
な
形
状
の
茶
芽
が
最
も
得
難
く
貴
重
で
あ
る
。」

第
二
三
二
条

【
原
文
】

檀
几
叢
書
、
南
岳
〘
貢
〙
茶
、
天
子
所
𡮢
、
不
敢
置
品
。
縣
官
修
貢
、
期
以
淸
明
日
、

入
山
肅
祭
、
乃
始
開
園
。
采
造
視
松
羅
虎
邱
、
而
色
香
豐
美
、
自
是
天
家
清
供
、
名
曰
片

茶
。
初
亦
如
岕
茶
製
〘
法
〙。
萬
曆
丙
辰
、
僧
稠
䕃
遊
松
蘿
、
乃
仿
製
爲
片
。

【
和
訳
】

明
末
清
初
の
王
晫
・
張
潮
『
檀
几
叢
書
』
に
収
録
の
明
の
周
高
起
『
洞
山
岕
茶
系
』
に

は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
五
岳
の
一
つ
、
南
岳
の
衡
山（
現
在
の
湖
南
省
衡
陽
市
に
あ
る
山
）

の
献
上
茶
は
、
皇
帝
陛
下
が
召
し
上
が
る
茶
で
あ
り
、
等
級
を
論
じ
る
な
ど
恐
れ
多
い
。

県
の
長
官
が
茶
を
献
上
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
清
明
節
に
山
へ
入
り
、
厳
か
に
祭
祀

を
執
り
行
っ
て
か
ら
茶
園
を
開
く
。
こ
こ
で
製
造
さ
れ
る
茶
は
、
松
蘿
山
や
虎
邱
（
現
在

の
福
建
省
泉
州
市
安
渓
県
虎
邱
鎮
）
の
茶
と
比
べ
て
色
あ
い
が
美
し
く
、
香
り
も
豊
か
で

申
し
分
な
く
、
皇
室
で
お
召
し
に
な
る
の
に
恥
じ
な
い
も
の
で
あ
り
、「
片
茶
」
と
呼
ば

れ
る
。
当
初
、
衡
山
の
茶
は
羅
岕
茶
と
同
じ
製
法
で
造
ら
れ
て
い
た
。
万
暦
丙
辰
の
年

（
万
暦
四
十
四
年
、
一
六
一
六
年
）、
僧
の
稠
蔭
が
安
徽
の
松
蘿
山
を
遊
歴
し
た
際
、
松
蘿

山
の
製
法
を
模
倣
し
て
片
茶
を
造
っ
た
。」

第
二
三
三
条

【
原
文
】

馮
時
可
滇
行
記
〈
紀
〉
略
、
滇
南
城
外
石
馬
井
泉
無
異
惠
泉
、
感
通
寺
茶
不
下
天
池
、

伏
龍
、
特
此
中
人
不
善
焙
製
耳
。
𡽪
州
松
蘿
舊
亦
無
聞
、
偶
虎
邱
一
僧
往
松
蘿
菴
、
如
虎

邱
法
焙
製
、
遂
見
嗜
於
天
下
。
恨
此
泉
不
逢
陸
鴻
漸
、
此
茶
不
逢
虎
邱
僧
也
。

【
和
訳
】

明
の
馮
時
可
『
滇
行
記
略
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
大
理
府
太
和
県
城
（
現
在
の

雲
南
省
大
理
市
）
郊
外
に
あ
る
石
馬
井
の
水
は
、
陸
羽
が
天
下
第
二
の
泉
と
評
し
た
無
錫

（
現
在
の
江
蘇
省
無
錫
市
）
の
恵
山
泉
の
水
に
引
け
を
取
ら
な
い
名
水
で
あ
る
。
同
じ
く

太
和
県
城
の
郊
外
に
あ
る
感
通
寺
の
茶
葉
は
、
銘
茶
と
し
て
知
ら
れ
る
蘇
州
の
天
池
山
や

伏
龍
の
茶
に
引
け
を
と
ら
な
い
。
た
だ
、
当
地
の
人
々
は
製
茶
に
長
け
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
徽
州
（
現
在
の
安
徽
省
黄
山
市
と
同
省
宣
城
市
、
江
西
省
上
饒
市
の
一
部
）
の
松
蘿

茶
は
、
古
く
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
た
ま
た
ま
虎
邱
の
あ
る
僧
が
松
蘿
山

の
松
蘿
庵
に
行
き
、
虎
邱
の
製
法
で
松
蘿
の
茶
葉
を
加
工
し
た
と
こ
ろ
、
天
下
の
人
々
に

好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
残
念
な
の
は
、
石
馬
井
の
水
が
唐
の
陸
羽
に
出
会
う
こ
と
な

く
、
感
通
寺
の
茶
葉
が
虎
邱
の
僧
に
出
会
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。」

第
二
三
四
条

【
原
文
】

湖
州
志
、
長
興
縣
啄
木
嶺
金
沙
泉
、
唐
時
每
歲
造
茶
之
所
也
、
在
湖
、
常
二
郡
界
。
泉

處
沙
中
、
居
常
無
水
。
將
造
茶
、
二
郡
太
守
畢
至
、
具
儀
注
拜
勅
祭
泉
、
頃
之
發
源
、
其

夕
淸
溢
。
供
御
者
畢
、
水
卽
微
減
。
供
堂
者
畢
、
水
已
半
之
。
太
守
造
畢
、
水
卽
涸
矣
。

太
守
或
還
斾
稽
期
、
則
示
風
雷
之
變
、
或
見
鷙
獸
毒
蛇
、
木
魅
陽
〈
暘
〉
晱
之
類
焉
。
商

旅
多
以
顧
渚
水
造
之
、
無
沾
金
沙
者
。
今
之
紫
筍
、
卽
用
顧
渚
造
者
亦
甚
佳
矣
。

【
和
訳
】

『
湖
州
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
長
興
県
の
啄
木
嶺
に
あ
る
金
沙
泉
は
、
唐
の
時

代
、
毎
年
献
上
茶
を
造
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
泉
は
、
湖
州
府
（
現
在
の
浙
江

省
湖
州
市
）
と
常
州
府
（
現
在
の
江
蘇
省
常
州
市
）
の
府
境
に
あ
る
。
泉
は
砂
の
中
に
あ

り
、
普
段
は
水
が
な
い
。
し
か
し
、
製
茶
の
時
期
に
な
る
と
、
両
州
の
長
官
が
来
て
、
威

儀
を
正
し
て
詔
勅
を
拝
読
し
、
泉
を
祭
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
水
が
湧
き
出
し
、
そ
の
日

―　　（　　）―
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の
夕
刻
に
は
清
ら
か
な
水
が
満
ち
る
。
皇
帝
へ
の
献
上
茶
を
造
り
終
え
る
と
、
水
は
や
や

減
る
。
朝
廷
の
大
臣
高
官
へ
の
献
上
茶
を
造
り
終
え
る
と
、
水
は
半
分
に
な
る
。
府
の
長

官
が
飲
用
に
供
す
る
分
を
造
り
終
え
る
と
、
水
は
涸
れ
て
し
ま
う
。
も
し
、
長
官
が
製
茶

の
期
日
を
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
、
大
風
や
雷
が
起
こ
っ
た
り
、
猛
獣
や
毒
蛇
、
魑
魅
魍

魎
、
幻
覚
と
い
っ
た
怪
異
が
現
れ
た
り
す
る
。
旅
商
人
の
多
く
は
顧
渚
の
泉
水
で
茶
を
加

工
し
て
お
り
、
金
沙
泉
の
恩
恵
を
受
け
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
現
在
の
紫
筍
茶
は
顧
渚
の

泉
水
で
造
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
相
当
に
良
質
な
茶
で
あ
る
。」

第
二
三
五
条

【
原
文
】

高
濓
八
牋
、
藏
茶
之
法
、
以
篛
葉
封
裹
入
〘
茶
〙
焙
中
、
兩
三
日
一
次
、
用
火
當
如
人

體
〘
之
〙
溫
溫
然
、
而
溼
潤
自
去
〈
則
去
濕
潤
〉。
若
火
多
、
則
茶
焦
不
可
食
矣
。

【
和
訳
】

明
の
高
濓
『
遵
生
八
牋
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
葉
を
貯
蔵
す
る
方
法
は
、
箬

竹
の
葉
で
茶
葉
を
包
ん
で
ほ
い
ろ
に
入
れ
、
二
、
三
日
に
一
回
、
体
温
ほ
ど
の
温
か
さ
の

火
で
焙
じ
る
。
す
る
と
、
湿
気
が
自
然
と
無
く
な
る
。
も
し
火
力
が
強
す
ぎ
る
と
茶
葉
が

焦
げ
て
し
ま
い
、
飲
め
た
も
の
で
は
な
い
。」

第
二
三
六
条

【
原
文
】

周
亮
工
閩
小
紀
、
武
夷
、
屴
崱
、
紫
㡌
、
龍
山
皆
産
茶
。
僧
拙
於
焙
、
旣
採
、
則
先
蒸

而
後
焙
、
故
色
多
紫
赤
、
只
堪
供
宫
中
澣
〈
洗
〉
濯
用
耳
。
近
有
以
松
蘿
法
製
之
者
、
旣

試
之
、
色
香
亦
具
足
、
經
旬
月
則
紫
赤
如
故
、
蓋
製
茶
者
不
過
土
著
數
僧
耳
。
語
三
吳
之

法
、
轉
〈
展
〉
轉
相
效
、
舊
態
畢
露
、
此
須
如
昔
人
論
琵
琶
法
、
使
數
年
不
近
、
盡
忘
其

故
調
、
而
後
以
三
吳
之
法
行
之
、
或
有
當
也
。

【
和
訳
】

明
末
清
初
の
周
亮
工
『
閩
小
紀
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
福
建
の
武
夷
山
、
屴
崱

山
（
鼓
山
の
別
名
。
現
在
の
福
建
省
福
州
市
に
あ
る
山
）、
紫
㡌
山
（
現
在
の
福
建
省
晋

江
市
紫
帽
鎮
に
あ
る
山
）、
龍
山
の
地
は
、
い
ず
れ
も
茶
を
産
す
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の

地
の
僧
の
製
茶
技
術
は
拙
く
、
茶
葉
を
摘
む
と
、
蒸
し
て
か
ら
焙
じ
る
。
こ
の
た
め
、
淹

れ
た
茶
の
色
は
赤
紫
色
に
な
り
、
宮
中
の
洗
濯
に
用
い
る
く
ら
い
し
か
役
に
立
た
な
か
っ

た
。
近
頃
は
松
蘿
茶
の
製
法
で
造
る
者
が
お
り
、
試
飲
し
て
み
る
と
色
、
風
味
と
も
に
十

分
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
日
か
ら
一
ヶ
月
も
す
る
と
、
や
は
り
赤
紫
色
に
な
る
。
結
局
、

製
茶
を
行
う
の
が
現
地
に
い
る
数
人
の
僧
だ
け
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
呉
の
地
域
の
製
法
に

つ
い
て
い
え
ば
、
代
々
習
慣
と
し
て
、
真
似
さ
れ
な
が
ら
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
、
古
い
製

法
を
保
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
昔
の
人
が
琵
琶
の
奏
で
方
を

論
じ
る
の
と
同
じ
で
、
数
年
琵
琶
に
触
れ
さ
せ
な
け
れ
ば
、
も
と
の
調
子
を
完
全
に
忘
れ

て
し
ま
う
よ
う
に
、
呉
の
製
法
も
、
一
旦
失
伝
し
て
し
ま
う
と
復
活
す
る
の
は
容
易
で
な

い
。
今
後
、
呉
の
製
法
で
福
建
の
茶
葉
を
加
工
す
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
良
い
所
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。」

第
二
三
七
条

【
原
文
】

徐
茂
吳
云
、
實
茶
大
甕
、
底
置
篛
、
甕
口
封
閟
倒
放
、
則
過
夏
不
黃
、
以
其
氣
不
外
泄

也
。
子
晉
云
、
當
倒
放
有
蓋
缸
內
、
缸
宜
砂
底
、
則
不
生
水
而
常
燥
。
加
謹
封
貯
、
不
宜

見
日
、
見
日
則
生
翳
而
味
損
矣
。
藏
又
不
宜
於
熱
處
、
新
茶
不
宜
驟
用
、
貯
過
黃
梅
、
其

味
始
足
。

【
和
訳
】

明
の
徐
桂
（
字
は
茂
呉
）『
品
茶
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
大
が
め
に
茶
葉
を
満
た

す
際
、
か
め
の
底
に
箬
竹
の
葉
を
敷
き
、
か
め
の
口
を
密
封
し
て
逆
さ
ま
に
し
て
お
く

―　　（　　）―
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と
、
夏
を
過
ぎ
て
も
茶
葉
は
黃
色
に
変
色
し
な
い
。
こ
れ
は
、
茶
葉
の
生
気
が
外
に
漏
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
子
晋
は
こ
の
よ
う
に
言
う
。
茶
葉
は
蓋
付
き
の
か
め
に
入
れ
、

逆
さ
ま
に
貯
蔵
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
め
は
高
台
に
釉
薬
が
か
か
っ
て
お
ら
ず
、
土

の
見
え
る
も
の
が
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
す
る
と
湿
気
が
生
じ
ず
、
常
に
乾
燥
す
る
。
か
め

は
丁
寧
に
密
封
し
て
貯
蔵
し
、
日
光
に
当
て
る
の
は
よ
く
な
い
。
日
光
に
当
て
る
と
影
が

で
き
て
湿
気
が
生
じ
、
風
味
が
損
な
わ
れ
る
。
ま
た
、
暑
い
場
所
に
貯
蔵
し
て
は
な
ら

ず
、
新
茶
は
慌
て
て
飲
ん
で
は
い
け
な
い
。
梅
雨
が
過
ぎ
る
ま
で
貯
蔵
す
る
と
、
よ
う
や

く
風
味
が
十
分
と
な
る
。」

第
二
三
八
条

【
原
文
】

張
大
復
梅
花
筆
談
、
松
蘿
之
香
馥
馥
、
廟
後
之
味
閒
閒
。
顧
渚
撲
人
鼻
孔
、
齒
頰
都

異
、
久
而
不
㤀
。
然
其
妙
在
造
、
凡
宇
內
道
地
之
産
、
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
。
吾
深
夜

被
酒
、
發
張
震
封
所
遺
顧
渚
、
連
啜
而
醒
。

【
和
訳
】

明
の
張
大
復
『
梅
花
草
堂
筆
談
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
松
蘿
の
茶
は
風
味
が
濃

厚
で
、
羅
岕
に
あ
る
小
秦
王
廟
の
後
方
の
地
に
産
す
る
茶
の
風
味
は
淡
く
柔
ら
か
い
。
顧

渚
の
茶
は
香
り
が
鼻
に
残
る
ほ
ど
強
く
、
口
あ
た
り
も
他
の
茶
と
異
な
る
の
で
、
な
ん
と

も
忘
れ
が
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
妙
は
製
法
に
あ
る
。
お
お
よ
そ
名
産
地
の
茶
葉

の
性
質
は
ど
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
地
域
に
よ
っ
て
製
法
や
淹
れ
方
の
習
慣
が
異
な
る
。

私
は
深
夜
に
酒
を
飲
ん
で
酔
っ
た
際
、
張
震
封
が
贈
っ
て
く
れ
た
顧
渚
茶
の
封
を
切
っ
て

何
杯
か
飲
ん
だ
と
こ
ろ
、
酔
い
が
醒
め
た
。」

第
二
三
九
条

【
原
文
】

宗
室
文
昭
古
瓻
集
、
桐
花
頗
有
淸
味
、
因
收
花
以
熏
茶
、
命
之
曰
桐
茶
。
有
長
泉
細
火

夜
煎
茶
、
覺
有
桐
香
入
齒
牙
之
句
。

【
和
訳
】

清
の
宗
室
・
文
昭
『
古
瓻
集
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
ア
オ
ギ
リ
の
花
の
香
り
は

爽
や
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
花
を
摘
ん
で
茶
葉
に
香
り
づ
け
を
し
て
「
桐
茶
」
と
名

付
け
た
。
こ
の
茶
か
ら
「
長
泉
細
火
も
て
夜
に
茶
を
煎
じ
、
桐
香
の
歯
牙
に
入
る
有
る
を

覚
ゆ
（
泉
の
湧
き
水
と
弱
火
で
桐
茶
を
煎
じ
た
と
こ
ろ
、
ア
オ
ギ
リ
の
花
の
香
り
が
口
の

中
に
広
が
っ
た
）」
の
句
を
得
た
。」

第
二
四
〇
条

【
原
文
】

王
草
堂
茶
説
、
武
夷
茶
自
榖
雨
采
至
立
夏
、
謂
之
頭
春
、
約
隔
二
旬
復
采
、
謂
之
二

春
、
又
隔
又
采
、
謂
之
三
春
。
頭
春

粗
味
濃
、
二
春
、
三
春

漸
細
、
味
漸
薄
、
且
帶

苦
矣
。
夏
末
秋
初
、
又
采
一
次
、
名
爲
秋
露
、
香
更
濃
、
味
亦
佳
。
但
爲
來
年
計
、
惜
之

不
能
多
采
耳
。
茶
采
後
以
竹
筐
匀
鋪
、
架
於
風
日
中
、
名
曰
曬
靑
。
俟
其
靑
色
漸
收
、
然

後
再
加
炒
焙
。
陽
羨
、
岕
片
祗
蒸
不
炒
、
火
焙
以
成
。
松
蘿
、
龍
井
皆
炒
而
不
焙
、
故
其

色
純
。
獨
武
夷
炒
焙
兼
施
、
烹
出
之
時
、
半
靑
半
紅
、
靑
者
乃
炒
色
、
紅
者
乃
焙
色
也
。

茶
采
而
攤
、
攤
而
摝
、
香
氣
發
越
卽
炒
、
過
時
、
不
及
皆
不
可
。
旣
炒
旣
焙
、
復
揀
去
其

中
老

枝
蒂
、
使
之
一
色
。
釋
超
全
詩
云
、
如
梅
斯
馥
蘭
斯
馨
、
心
閒
手
敏
工
夫
細
。
形

容
殆
盡
矣
。

【
和
訳
】

清
の
王
復
礼
（
号
は
草
堂
）『
茶
説
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
武
夷
茶
の
う
ち
、
榖
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雨
か
ら
立
夏
の
間
ま
で
に
摘
ん
だ
も
の
を
「
頭
春
」
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
二
十
日
間
ほ
ど

後
に
摘
ん
だ
も
の
を
「
二
春
」
と
い
う
。
さ
ら
に
二
十
日
間
ほ
ど
を
隔
て
て
摘
ん
だ
も
の

を
「
三
春
」
と
い
う
。
頭
春
の
茶
葉
は
き
め
が
粗
く
味
が
濃
い
。
二
春
、
三
春
の
茶
葉
は

次
第
に
き
め
が
細
や
か
と
な
り
、
味
も
次
第
に
薄
く
な
り
苦
味
を
帯
び
る
。
晩
夏
か
ら
初

秋
に
か
け
て
再
び
摘
ん
だ
も
の
を
「
秋
露
」
と
い
う
。
香
り
は
よ
り
濃
厚
で
、
味
も
良

い
。
し
か
し
、
翌
年
の
収
穫
の
こ
と
を
考
え
、
茶
樹
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
す
る
と
、

秋
露
は
多
く
摘
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
茶
葉
を
摘
ん
だ
後
、
竹
ざ
る
に
均
等
に
な
る
よ
う

広
げ
、
風
通
し
が
よ
く
日
光
の
当
た
る
場
所
に
吊
る
す
こ
と
を
「
曬
青
」
と
い
う
。
葉
が

青
く
な
っ
た
ら
取
り
込
み
、
そ
れ
か
ら
炒
り
焙
じ
る
。
陽
羨
と
羅
岕
の
茶
は
蒸
す
だ
け
で

炒
ら
ず
、
火
で
焙
じ
て
造
る
。
松
蘿
と
龍
井
の
茶
は
、
ど
ち
ら
も
炒
る
が
焙
じ
な
い
。
こ

の
た
め
、
そ
の
色
は
純
粋
で
あ
る
。
武
夷
茶
だ
け
は
炒
る
こ
と
と
焙
じ
る
こ
と
の
両
方
を

行
う
の
で
、
淹
れ
て
み
る
と
、
青
く
も
あ
り
赤
く
も
あ
る
。
青
は
炒
っ
た
色
、
赤
は
焙
じ

た
色
で
あ
る
。
武
夷
茶
は
、
茶
葉
を
摘
ん
で
か
ら
ざ
る
に
広
げ
て
よ
く
ゆ
す
り
、
香
り
が

立
っ
た
ら
炒
る
。
こ
の
作
業
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
頃
合
い
を
過
ぎ
て
も
、
ま
だ
及
ん
で
い
な

く
て
も
い
け
な
い
。
炒
り
焙
じ
る
の
が
終
わ
っ
た
ら
、
育
ち
過
ぎ
た
葉
や
枝
、
葉
柄
を
取

り
除
き
、
茶
葉
の
質
を
均
一
に
す
る
。
超
全
和
尚
の
詩
に
「
梅
斯
く
馥
り
蘭
斯
く
馨
る
が

如
し
、
心
閑
か
に
手
敏
く
工
夫
細
か
し
（
武
夷
の
茶
葉
の
香
り
は
梅
花
の
よ
う
に
濃
厚
、

蘭
花
の
よ
う
に
広
が
る
。
職
人
は
静
か
に
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
が
、
手
際
よ
く
茶
葉
を

加
工
し
、
そ
の
仕
事
は
実
に
細
や
か
で
あ
る
）」
と
あ
り
、
武
夷
の
茶
葉
と
加
工
の
特
色

を
表
現
し
尽
く
し
て
い
る
。」

第
二
四
一
条

【
原
文
】

王
草
堂
節
物
出
典
養
生
仁
術
云
、
榖
雨
日
採
茶
、
炒
藏
合
法
、
能
治
痰
〔
嗽
〕
及
百
病
。

【
和
訳
】

清
の
王
復
礼
『
節
物
出
典
』
の
「
養
生
仁
術
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
榖
雨
の
日

に
茶
を
摘
み
、
正
し
い
方
法
で
炒
っ
て
貯
蔵
し
て
お
け
ば
、
痰
や
咳
、
そ
の
他
様
々
な
病

を
治
す
こ
と
が
で
き
る
。」

第
二
四
二
条

【
原
文
】

隨
見
錄
、
凡
茶
、
見
日
則
味
奪
、
惟
武
夷
茶
喜
日
曬
。

【
和
訳
】

『
随
見
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
た
い
て
い
の
茶
葉
は
、
天
日
に
晒
さ
れ
る
と
風

味
が
失
わ
れ
る
。
た
だ
、
武
夷
茶
だ
け
は
天
日
に
晒
す
の
が
良
い
。」

第
二
四
三
条

【
原
文
】

武
夷
造
茶
、
其
巗
茶
以
僧
家
所
製
者
最
爲
得
法
。
至
洲
茶
中
采
回
時
、
逐
片
擇
其
背
上

有
白
毛
者
、
另
炒
另
焙
、
謂
之
白
毫
、
又
名
壽
星
眉
。
摘
初
發
之
芽
一
旗
未
展
者
、
謂
之

蓮
子
心
。
連
枝
二
寸
剪
下
烘
焙
者
、
謂
之
鳯
尾
龍
鬚
。
要
皆
異
其
製
造
、
以
欺
人
射
利
、

實
無
足
取
焉
。

【
和
訳
】

『
随
見
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
武
夷
山
で
造
ら
れ
る
茶
葉
の
中
で
も
「
岩
茶
」

は
、
当
地
の
僧
が
造
る
も
の
が
正
し
い
製
法
を
最
も
よ
く
守
っ
て
い
る
。「
洲
茶
」
に
つ

い
て
は
、
摘
ん
で
持
ち
帰
っ
て
来
た
ら
葉
を
一
枚
ず
つ
確
認
し
て
、
裏
に
白
毛
が
あ
る
葉

を
選
り
分
け
る
。
こ
れ
を
別
に
炒
り
焙
じ
た
も
の
を
「
白
毫
」
と
い
い
、「
寿
星
眉
」
と

も
い
う
。
芽
吹
い
た
ば
か
り
で
、
二
枚
の
葉
の
う
ち
片
方
が
ま
だ
開
い
て
い
な
い
芽
を
摘

―　　（　　）―
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ん
だ
も
の
を
「
蓮
子
心
」
と
い
う
。
ま
た
、
枝
ご
と
二
寸
切
り
落
と
し
た
茶
葉
を
焙
じ
た

も
の
を
「
鳳
尾
」
や
「
龍
鬚
」
と
い
う
。
岩
茶
以
外
は
、
他
と
異
な
る
製
法
に
よ
っ
て
人

を
欺
き
利
益
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
実
際
に
は
取
る
に
足
ら
な
い
。」

男　

紹
良　

較
字

續
茶
經
卷
上
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